
                               
 

長野地方最低賃金審議会委員名簿（第 55 期） 
 

                       (五十音順) 
                              令和７年５月１日現在  

区 分 氏   名 現                 職 

公 

益 

代 

表 

今
いま

 井
い

  優
ゆう

 太
た

 弁護士 

昆
こん

  万
ま

 佑
ゆ

 子
こ

 信州大学教育学部 准教授 

広
ひろ

 瀬
せ

  純
すみ

 夫
お

 信州大学経法学部 教授 

山
やま

 本
もと

 恭
きょう

 子
こ

 弁護士 

𠮷
よし

 村
むら

 信
のぶ

 之
ゆき

 信州大学経法学部 准教授 

労 

働 

者 

代 
表 

風
かざ

 間
ま

  拓
たく

 也
や

 電機連合長野地方協議会 事務局長 

小林
こばやし

 まゆみ 
イオンリテールワーカーズユニオン 

北陸信越グループ長野ゾーン 副議長 

齋
さい

 藤
とう

 政
まさ

 彦
ひこ

 
自動車産業労働組合総連合会 

長野地方協議会  議長 

櫻
さくら

井
い

 由紀夫
ゆ き お

 ＪＡＭ甲信 書記長 

竹
たけ

 村
むら

   進
すすむ

 日本労働組合総連合会長野県連合会 副事務局長 

使 

用 

者 

代 

表 

犛
うし

 山
やま

  典
のり

 生
お

  （一社）長野県経営者協会 事務局長 

鈴
すず

 木
き

 幸
こう

 一
いち

 長野県中小企業団体中央会 理事・事務局長 

土
ど

 井
い

 悦
えつ

 代
よ

 (株)ネクストップ 代表取締役 

中
なか

 村
むら

 正
まさ

 人
と

 長野県商工会連合会 専務理事 

山
やま

岸
ぎし

 章
あきら

 （株）山岸製作所 代表取締役 
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長野地方最低賃金審議会運営規程  

        

(目的) 

第１条 この規程は、長野地方最低賃金審議会(以下「審議会」という。)の議事に関し、

最低賃金法及び最低賃金審議会令に定めるもののほか、必要な事項について定め

るものである。 

（会議の招集） 

第２条 審議会の会議（以下「会議」という。）は、会長が必要と認めたときのほか、長野

労働局長（以下「局長」という。）、５人以上の委員又は労働者代表委員、使用者代

表委員及び公益代表委員各１人以上を含む３人以上の委員から開催の請求があった

とき、会長が招集する。 

  ２ 前項の規定により局長又は委員が会議の開催を請求しようとするときは、付議事

項及び希望期日を、少なくとも当該期日の１週間前までに、会長に通知しなければ

ならない。 

  ３ 会長は、会議を招集しようとするときは、緊急やむを得ない場合のほか、少なく

とも３日前までに、付議事項、日時及び場所を委員及び局長に通知するものとする。 

（小委員会） 

第３条 会長は、審議会の議決により、特定の事案について事実の調査をし又は細目にわ 

たる審議を行うため、委員を指名して小委員会を設けることができる。 

（委員の欠席） 

第４条 会長が必要であると認めるときは、テレビ会議システム(映像と音声の送受信によ 

り、相手の状態を相互に認識しながら、通話をすることができるシステムをいう。

次項においても同じ。)を利用する方法によって、会議に出席することができる。 

２ テレビ会議システムを利用する方法による会議の出席は、最低賃金審議会令第５ 

 条第２項及び第３項に規定する会議への出席に含めるものとする。 

３ 委員は、病気その他の事由によって会議に出席できないときは、その旨を会長 

に適当な方法で通知するものとする。 

４ 委員は、旅行その他の事由によって長期間不在となるときは、予め会長に適当 

  な方法で通知するものとする。 

（会議の議事） 

第５条  会長は、会議の議長となり、議事を整理する。 

２  委員は、会議において発言しようとするときは、会長の許可を受けるものとする。 
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３ 審議会は、会長が必要であると認めたときは、委員でない者の説明又は意見を聴

くことができる。 

（会議の公開） 

第６条 会議は、原則として公開とする。ただし、公開することにより、個人情報の保護

に支障を及ぼすおそれがある場合、個人若しくは団体の権利利益が不当に侵害され

るおそれがある場合又は率直な意見交換若しくは意思決定の中立性が損なわれるお

それがある場合等には、会長は、会議を非公開とすることができる。 

２ 会長は、会議における秩序の維持のため、傍聴人の退場を命ずるなど必要な措置を

とることができる。 

（議事録及び議事要旨） 

第７条 会議の議事については、議事録を作成するものとする。 

  ２ 議事録及び会議の資料は、原則として公開する。ただし、公開することにより、

個人情報の保護に支障を及ぼすおそれがある場合、個人若しくは団体の権利利益が

不当に侵害されるおそれがある場合又は率直な意見交換若しくは意思決定の中立性

が損なわれるおそれがある場合等には、会長は、議事録の一部又は全部を非公開と

することができる。 

３ 議事録を非公開とする場合は、議事要旨を作成し公開するものとする。 

４ 前３項の規定は、小委員会について準用する。 

（意見及び建議の提出） 

第８条  会長は、審議会が議決を行ったときは、答申書、建議書又は議決書をそれぞれ議 

事録の写しを付してその都度、局長に送付するものとする。 

（小委員会の運営） 

第９条 この規程に定めるもののほか、小委員会の議事運営に関し必要な事項は、小委員

会の長が当該小委員会に諮って定める。 

（規程の改廃） 

第 10 条 この規程の改廃は、審議会の議決に基づいて行う。 

附  則 

(施行期日) 

    この規程は、令和４年３月４日から施行する。 
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長野地方最低賃金審議会会議公開要綱 

 

第１条 この要綱は、長野地方最低賃金審議会の本審議会及び専門部会の会議（以

下「審議会等」という。）の公開に関し長野地方最低賃金審議会運営規程（以

下「運営規程」という。）及び専門部会運営規程（以下「部会運営規程」と

いう。）の定めによるほか、その具体的な取扱について定める。 

 

第２条 会議の公開又は非公開の決定は運営規程及び部会運営規程に基づき、審議

会等において行う。 

 

第３条 公開する審議会等の開催日時、場所及び傍聴人の募集については、審議会

等の開催日の 14 日前（審議会日程により、異なる場合もある。）に、長野労

働局において掲示する。 

 

第４条 審議会等の傍聴を希望する者は、審議会等の開催日の６日前（審議会日程

により、異なる場合もある。）までに、はがき又はファクシミリにより労働

基準部賃金室あてに申込むものとする。 

  ２ 介助者が必要な場合には、申込書にその旨及び介助者の氏名を記入するも

のとする。 

 

第５条 傍聴者は、原則として５名以下とする。 

  ２ 傍聴を希望する者がこの数を超える場合は、抽選とする。 

  ３ 抽選結果については、当選者にはがきで通知する。ただし、緊急の場合は

電話で通知することができる。 

  ４ 傍聴は申込者（抽選の場合は当選者）本人のみとする。ただし、前条に規

定する介助者についてはこれを認める。 

 

第６条 公開する審議会等ごとに傍聴人名簿を作成する。 

 

第７条 傍聴者には、傍聴整理券を発行する。 

  ２ 傍聴人は、審議会等開始の 10 分前までに来場し、入場については会長等

の指示によるものとする。 

  ３ 傍聴人には、審議会等傍聴に当たっての遵守事項を周知させるものとする。 
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第８条 審議中に、審議会傍聴に当たっての遵守事項に反する行為があれば、違反

者に対し会長乃至部会長から是正を求め、従わない場合は退去を求めるのと

する。 

  ２ 退去要求に従わず審議の妨害を続ける場合は、会長乃至部会長から退去命

令を発出する。 

  ３ 退去命令にも従わない場合には、所轄警察署へ連絡し強制排除を行うこと

とする。 

 

第９条 審議会等の会議を公開する場合には、第４条及び第５条の規程にかかわら

ず、報道関係者については席が許す限り取材を認めることとする。この場合

であっても撮影及び録音は、審議会開始直前までとする。 

 

第 10 条 この要綱に定めるもののほか、審議会等の会議の公開に関し必要な事項

は、審議会等に諮って会長又は部会長が定める。 

 

附  則 

  この要綱は、平成 23 年７月４日から施行する。 



 

別紙※ 

 

審議会等の公開・非公開について 

 

 

※本別紙は、平成 23 年６月 20 日付で長野県地方最低賃金審議会運営問題小委員会委員

長から提言し、平成 23 年７月４日に開催された第 48 期長野地方最低賃金審議会第２

回総会において了承された審議会等の公開・非公開を決定するに際し尊重するもので、

平成 28 年６月 16 日、平成 29 年６月 19日及び令和５年７月３日に修正されている。 

 

１ 次に掲げる審議が行われる審議会は、原則非公開とする。 

（1） 具体的な金額を議論する審議 

（2） 個人等からの意見聴取を含む審議 

（3） 運営に関する事項を含む審議 

（4） その他公開することによって率直な意見交換若しくは意思決定の中立性が損な

われるおそれのある審議 

 

２ 個別の審議会等の具体的取扱い 

（1） 長野地方最低賃金審議会（総会）について 

公開とする。ただし、最低賃金の決定等について審議会の意見（答申）に対して

の異議の申出に関しての審議会（最賃法第 11 条第３項―異議審）は金額審議を含む

審議のため非公開とする。 

（2） 長野県最低賃金専門部会、特定最低賃金専門部会について 

第 1 回部会は公開とし、第 2 回以降は原則として公開し、公開することにより個

人情報の保護に支障を及ぼすおそれがある場合、個人若しくは団体の権利利益が不

当に侵害されるおそれがある場合又は率直な意見の交換若しくは意思決定の中立性

が損なわれるおそれがある場合等には、部会長は、会議を非公開とすることができ

る。 

（3） 運営問題小委員会、特定最低賃金検討小委員会について 

公開することによって率直な意見交換が損なわれるおそれがあるため非公開とす

る。 

 

３ 報道機関への広報等について 

（1） 事前に報道機関へ公表するもの 

長野県最低賃金の改正諮問が行われる総会の開催。 

長野県最低賃金の金額採決（答申）の総会の開催。 

（2） 事後に報道機関へ公表するもの 

ア 長野県最低賃金、特定最低賃金の諮問。 

イ 長野県最低賃金、特定最低賃金の答申。 



（3） 公表方法 

報道機関へのメール送信（投げ込み）を原則とする。 

 

４ その他の留意点 

（1） 金額の採決を行う総会において、会長が専門部会における労使双方の主張の要

旨の説明を行う。 

（2） 非公開審議会等であっても、開催日時、場所、議事要旨については公開するもの

とする。 

（3） 会議途中からの公開又は非公開は、行わないものとする。 



【
本
審
】

令
和
７
年
７
月
か
ら
８
月
分

名
称

場
所

審
議
内
容
等

７
月
３
日
(
木
)
 

1
0
:
3
0
～

第
１
回
本
審

ホ
テ
ル
信
濃
路
２
階
穂
高
県
最
賃
改
定
諮
問

７
月
2
9
日
(
火
)

1
3
:
3
0
～

第
２
回
本
審

ホ
テ
ル
信
濃
路
２
階
穂
高
県
最
賃
目
安
伝
達
、
意
見
陳
述

８
月
４
日
(
月
)

1
5
:
0
0
～

（
第
３
回
専
門
部
会
終
了
後
）

第
３
回
本
審

ホ
テ
ル
信
濃
路
２
階
穂
高

（
第
３
回
専
門
部
会
と
同
じ
）

県
最
賃
答
申
、
特
定
最
賃
必
要
性
諮
問

８
月
５
日
(
火
)

1
5
:
0
0
～

（
予
備
日
専
門
部
会
終
了
後
）

（
予
備
日
）

（
ホ
テ
ル
信
濃
路
３
階
飯
綱
）

８
月
2
1
日
(
木
)

1
0
:
3
0
～

第
４
回
本
審

ホ
テ
ル
信
濃
路
２
階
穂
高
異
議
申
立
審
議
、
特
定
最
賃
必
要
性
答
申
・
改
正
諮
問

【
運
営
問
題
小
委
員
会
】

名
称

場
所

備
考

７
月
1
5
日
(
火
)

1
3
:
3
0
～

第
１
回
運
営
問
題
小
委
員
会

長
野
労
働
局
２
階
会
議
室
審
議
会
運
営
に
関
す
る
検
討
等

【
特
定
最
低
賃
金
検
討
小
委
員
会
】

名
称

場
所

備
考

７
月
1
5
日
(
火
)

1
4
:
0
0
～

（
運
営
小
委
員
会
終
了
後
）

第
１
回
特
定
最
賃
検
討
小
委
員
会
長
野
労
働
局
２
階
会
議
室
特
定
最
賃
適
用
労
働
者
数
の
提
示
等

８
月
７
日
(
木
)

1
0
:
3
0
～

第
２
回
特
定
最
賃
検
討
小
委
員
会
長
野
労
働
局
２
階
会
議
室
特
定
最
賃
改
定
の
必
要
性
審
議

【
長
野
県
最
低
賃
金
専
門
部
会
】

名
称

場
所

備
考

７
月
2
9
日
(
火
)

1
5
:
0
0
～

（
第
２
回
本
審
終
了
後
）

第
１
回
長
野
県
最
賃
専
門
部
会

ホ
テ
ル
信
濃
路
２
階
穂
高

（
第
２
回
本
審
と
同
じ
）

役
割
分
担
、
労
使
双
方
か
ら
の
意
見
確
認

７
月
3
0
日
(
水
)
 

1
3
:
3
0
～

第
２
回
長
野
県
最
賃
専
門
部
会

長
野
労
働
局
１
階
会
議
室
金
額
審
議

８
月
４
日
(
月
)

1
3
:
3
0
～

第
３
回
長
野
県
最
賃
専
門
部
会

ホ
テ
ル
信
濃
路
２
階
穂
高
金
額
審
議
、
部
会
報
告
書
（
答
申
案
）
提
出

８
月
５
日
(
火
)
 

1
0
:
3
0
～

（
予
備
日
）

（
長
野
労
働
局
２
階
会
議
室
）

※
8
/
7
専
門
部
会
・
本
審
及
び
8
/
2
5
異
議
審
の
予
備
日
は
設
定
済
み
。
8
/
8
専
門
部
会
・
本
審
及
び
8
/
2
6
異
議
審
の
予
備
日
は
調
整
中
。

日
時

日
時

８
/
５
答
申
、
８
/
2
1
異
議
審
、
1
0
/
1
(
水
)
発
効

令
和
７
年
度
　
長
野
地
方
最
低
賃
金
審
議
会
日
程
表
（
案
）

日
時

日
時
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令和７年７月３日現在

県
計
量

は
ん
用

小
売

印
刷

R7.7.3 ① 県最賃改正諮問 R6.7.3

R7.7.15 ① 審議会運営に関する検討等 R6.7.16

R7.7.15 ① 特定最賃適用労働者数の提示等 R6.7.16

R7.7.29 ② 県最賃目安伝達、意見陳述 R6.7.29

R7.7.29 ① 労使双方からの意見確認 R6.7.29

R7.7.30 　 ② 　 金額審議 R6.7.31

R7.8.4 　 　 ③ 　 　 　 　 金額審議 R6.8.2

R7.8.4 ③ 県最賃答申、特定最賃必要性諮問 R6.8.5

R7.8.5 　  予備 　 　 　 　

R7.8.5 予備  

R7.8.7 ② 　 特定最賃改定の必要性 R6.8.8

R7.8.7 予備 　

R7.8.7 予備 　

R7.8.21 ④ 　 　 異議申立審議、特定最賃必要性答申 R6.8.21

R7.8.25 予備 　 　

※下記の日程は、令和６年度実績や特定最低賃金の効力発生日を考慮した事務局案であり、合同専門部会における日程調整等で正式に決定

県
計
量

は
ん
用

小
売

印
刷

R7.9.17 　 　 ① ① ① （合同専門部会）各部会長・部会長代理選出、日程調整 R6.9.18

R7.9.24 ② （計量）金額審議 R6.9.28

R7.9.25 ② （はん用）金額審議 R6.9.24

R7.9.26 　 ② （小売）金額審議 -

R7.10.8 　 ③ （計量）金額審議 R6.10.15

R7.10.9 ③ （はん用）金額審議 R6.10.11

R7.10.10 ③ （小売）金額審議 -

R7.10.15 ④ （計量）金額審議（予備日）
R6.10.16
R6.11.1

R7.10.16 ④ （はん用）金額審議（予備日） R6.10.11

R7.10.17 （○） (計量、はん用部会全会一致でない場合） -

R7.10.20 ④ （小売）金額審議（予備日） -

R7.10.21 （○） (小売部会全会一致でない場合） -

R7.11.5 （○） 異議審（計量）                  ※法定発効12/14 R7.1.1発効

R7.11.6 （○） 異議審（はん用）　　            ※法定発効12/17 R6.12.12発効

R7.11.7 （○） 異議審(計量、はん用部会全会一致でない場合）     ※法定発効12/18 -

R7.11.7 （○） 異議審（小売）　　　　　　　 　 ※指定日発効12/31 (R5.12.31発効)

R7.11.10 （○） 異議審(小売部会全会一致でない場合）　　　　　   ※指定日発効12/31 -

R8.3.11 ⑤ 今年度審議総括、次年度特定最賃改正申出意向表明 R7.3.11

※8/7に県最賃専門部会が開催となった場合の②検小は、別日開催。8/8専門部会・本審及び8/26の異議審の予備日は調整中。

令和６年度日程日程
本
審

運小 検小

最 低 賃 金 専 門 部 会

備　　　考

令和７年度　長野地方最低賃金審議会の日程一覧表(案)

日程
本
審

運小 検小

最 低 賃 金 専 門 部 会

備　　　考 令和６年度日程

okadanota
フリーテキスト
 資料番号

　No.５





okadanota
フリーテキスト
資料番号

No.６－１

okadanota
フリーテキスト
0

okadanota
フリーテキスト
0

okadanota
フリーテキスト
0

okadanota
フリーテキスト
0

okadanota
フリーテキスト
0



okadanota
フリーテキスト
資料番号

No.６－２



okadanota
フリーテキスト
資料番号

No.６－３





okadanota
フリーテキスト
 資料番号

　No.７



時間額 効力発生日

円

令和６年
10月１日

時間額 効力発生日 適用除外業種 適用除外者及び適用除外業務

円

令和７年
１月１日

測量機械器具製造業、理化
学機械器具製造業及びこれ
らの産業において管理、補
助的経済活動を行う事業所

円

令和６年
12月12日

ボイラ・原動機製造業、建
設用ショベルトラック製造
業、繊維機械製造業（毛糸
手 編 機 械 製 造 業 を 除
く。）、計量器・測定器・
分析機器・試験機・測量機
械器具・理化学機械器具製
造業、医療用機械器具・医
療用品製造業、光学機械器
具・レンズ製造業、武器製
造業及びこれらの産業にお
いて管理、補助的経済活動
を行う事業所

998 円

998 円

検索

特定（産業別）最低賃金

　※   それぞれの特定（産業別）最低賃金の適用除外業種、適用除外者及び適用除外業務に該当する場合は、長野県最低賃金が適用
       されます。（適用業種、適用除外業種に係る日本標準産業分類の区分は、長野労働局ホームページをご確認ください。）

　

　※　複数の最低賃金が適用される場合は、金額の最も高いものが適用されます。

　　（それぞれの最低賃金の効力発生日にご注意ください。）

地域別最低賃金

★以下の産業で働く労働者には、それぞれの特定（産業別）最低賃金が適用されます。

　※   精皆勤手当、通勤手当、家族手当、臨時に支払われる賃金、１か月を超える期間ごとに支払われる賃金、時間外等割増賃金は

計量器・測定器・分析機
器・試験機、医療用機械
器具・医療用品、光学機
械器具・レンズ、電子部
品・デバイス・電子回路、
電気機械器具、情報通
信機械器具、時計・同部
分品、眼鏡製造業

 ①18歳未満又は65歳以上の者

 ②雇入れ後６月未満の者であって、
　 技能習得中のもの

 ③次に掲げる業務（これらの業務
    のうち流れ作業の中で行う業務
    を除く。）に主として従事する
    者
 
  イ  清掃又は片付けの業務
  ロ  手作業による選別、袋詰め、
    箱詰め又は包装の業務
  ハ  手作業により又は手工具若し
    くは手持空圧・電動工具を使用
    して行う熟練を要しない部品の
    組立て又は加工の業務

はん用機械器具、生産
用機械器具、業務用機
械器具、自動車・同附属
品、船舶製造・修理業、
舶用機関製造業

各種商品小売業

　※　派遣労働者は、派遣先の事業場に適用される最低賃金が適用されます。

印 刷 、 製 版 業

　※　技能実習制度における技能実習生は、特定（産業別）最低賃金の適用除外者の１つである「雇入れ後６月未満の者であって、
　   技能習得中のもの」には該当しません。

※令和６年度の金額改正がないことから、令和６年10月１日から長野県最低賃金
　時間額998円が適用されます。

長野労働局

　　算入されません。
　※    最低賃金を一定額以上に引き上げた中小企業・小規模事業者への支援制度として、「業務改善助成金」があります。
   　     詳しくは、長野労働局ホームページをご覧ください。
　※　この一覧表を常時作業場の見やすい場所に掲示してください。

最低賃金とは・・・ 業務改善助成金☞
お問い合わせは、最寄りの労働基準監督署 又は

長野労働局労働基準部賃金室（電話０２６-２２３-０５５５）へ

☞

最低賃金
長 野 県

★長野県最低賃金は、

長野県内の事業場で働く

全ての労働者に適用され

ます。

改正前 ９８３円

改正前 ９９４円

長野県ＰＲキャラクター「アルクマ」

©長野県アルクマ



 



okadanota
フリーテキスト
 資料番号

　No.８



     

   

   

     

   

   













        

        



















                                        

okadanota
フリーテキスト
 資料番号

　No.９



         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

        



         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

        



        

     

















                                        

        

        




















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調査の概要 

⚫ 調査目的 春季賃上げの妥結状況を的確に把握し、労使に情報を提供する。 

⚫ 調査日  令和７年５月 31日現在 

⚫ 調査対象 県内の民間労働組合から抽出した 420組合 

 

調査結果の概要 

⚫ 平均要求額（定期昇給含む） 

平均要求額は15,504円で、前年同期と比べ金額で2,340円増加し、 

平均要求率は5.73％で、前年同期を0.69ポイント上回りました。 

⚫ 平均妥結額（定期昇給含む） 

平均妥結額は10,704円で、前年同期と比べ金額で800円増加し、 

平均賃上率は 3.98％で、前年同期を 0.19ポイント上回りました。 

 

特徴と傾向 

⚫ 平均妥結額及び平均賃上率は前年同期を上回り、平均妥結額は10,000円台となりました。 

※令和６年平均妥結額 9,904円（第２報） 

⚫ 妥結の内訳状況がわかる組合のうち、ベースアップを実施した組合は、78.2％にあたる122組

合で、割合では前年同期を5.7ポイント上回りました。 

その他 

次回の公表（最終報：令和７年６月30日現在）は、令和７年７月下旬を予定しています。 

長野県内の民間労働組合を対象に、春季賃上げ要求・妥結状況を５月31日現在で 

調査しました。 
報告があった176組合のうち集計可能な159組合が賃上げ要求を行い、156組合が妥結

しました。 

長野県（産業労働部）プレスリリース 令和７年（2025 年）６月 23 日 

令和７年春季賃上げ要求・妥結状況調査結果が 

まとまりました（第２報：５月 31 日現在） 

（問い合わせ先） 

担当 労働雇用課調査情報係 

吉沢、福嶋 

電 話：026-235-7119（直通） 

ＦＡＸ：026-235-7327 

E-mail rodokoyo@pref.nagano.lg.jp 

okadanota
フリーテキスト
 資料番号

　No.１２



調査日　令和７年 ５月 31日

公　 表　令和７年 ６月 23日

 長野県産業労働部労働雇用課

○企業規模別要求・妥結状況

規模 平均年齢 平均賃金 組合数 平均要求額
平均

要求率
前年

組合数
前年平均
要求額

前年平均
要求率

組合数 平均妥結額
平均

賃上率
前年

組合数
前年平均
妥結額

前年平均
賃上率

歳 円 組合 円 ％ 組合 円 ％ 組合 円 ％ 組合 円 ％

41.5 252,988 90 13,490 5.33 80 11,797 4.83 90 9,184 3.63 79 8,335 3.41

40.2 279,299 49 16,806 6.02 40 14,123 5.17 48 11,885 4.25 40 11,241 4.11

40.5 328,195 20 21,372 6.51 19 16,900 5.54 18 15,156 4.74 19 13,611 4.46

41.0 270,556 159 15,504 5.73 139 13,164 5.04 156 10,704 3.98 138 9,904 3.79

○妥結額分布状況

○妥結の内訳状況

-2-

＊構成比の合計は、四捨五入の結果100.0にならない場合がある。

＊今年度調査より妥結額の分布構成に「14,000円台～20,000円以上」を追加した。

　　これに合わせ、「前年同期組合構成比（R6.5.31）」を再集計した。

10,000円台 21 13.5 8.0

1.4

4.3

4.3

1.4

0.7

7,000円台 11 7.1 8.0

8,000円台 10 6.4 9.4

9,000円台 10 6.4 7.2

令和７年春季賃上げ要求・妥結状況（第２報）

11.6

3,000円台 9 5.8 5.1 　14,000円台 6 3.8 1.4

8 5.1 6.5

2,000円台 2

2.2 　12,000円台

区分

　11,000円台 6 3.8 5.1

要　　　求

300人未満

300～999人

1000人以上

（注）　1　要求・妥結状況は、単純平均による。

　　　　2　平均賃上率は、妥結組合の平均賃金に対するもの。

妥　　　結

前年同期結果
（R6.5.31）

前年同期結果
（R6.5.31）

規　模　計

0～900円台 0 0.0 0.7

構成比
前年同期

組合構成比
（R6.5.31）

組合 ％ ％

妥結額 組合数 構成比
前年同期

組合構成比
（R6.5.31）

妥結額 組合数

組合 ％ ％

1,000円台 3 1.9

17 10.9

5,000円台 11 7.1 5.1 　16,000円台 6 3.8

4,000円台 3 1.9 6.5 　15,000円台

1.3 0.7 　13,000円台 8 5.1

6 3.8 2.9

合　計 156 100.0 100.0

6,000円台 8 5.1 7.2 　17,000円台

1.9　18,000円台 3

　19,000円台 1 0.6

20,000円以上 7 4.5

前年同期
組合数

79

19

21

19

0

138

項　　目

定期昇給・ベアともに妥結

定期昇給のみ妥結・ベアなし

定期昇給なし・ベアのみ妥結

その他

未回答

合　　計

組合数

87

16

35

18

0

156
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〇総合指数は、2020 年（令和２年）を 100 として 113.4 となり、前月比は 0.2％上昇しました。また、 

前年同月比は 3.1％上昇し、45 か月連続で前年同月を上回りました。 

〇生鮮食品を除く総合指数は 113.0 となり、前月比は 0.4％上昇しました。また、前年同月比は 

3.3％上昇し、46 か月連続で前年同月を上回りました。 

〇生鮮食品及びエネルギーを除く総合指数は 111.5 となり、前月比は 0.4％上昇しました。また、 

前年同月比は 3.1％上昇し、38 か月連続で前年同月を上回りました。 

 

（注) ・前月比及び前年同月比の数値は、端数処理（四捨五入）の関係で、公表された指数を用いて算出した値とは一致しない場合があります。 

 ・この資料は、「総務省統計局『小売物価統計調査』の調査票情報」の長野市内価格を集計したものです。 

 

＊ 「長野市の消費者物価指数」は、「統計ステーションながの」でも提供しています。 https://tokei.pref.nagano.lg.jp/ 

＊ ６月分確報値の公表予定日は、2025 年７月 18 日（金）です。 
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113.4 113.0

月 月

長野市の消費者物価指数  －2020 年基準－ 

2025 年（令和７年）５月分（確報値）をお知らせします 

 長野県（企画振興部）プレスリリース 令和７年（2025 年）６月 20 日 

（問合せ先） 

担    当  企画振興部総合政策課統計室 

統計第二係  氷熊、片山 

電   話 026-235-7073（直通） 

000000   026-232-0111（代表）内線 5114 

ﾌ ｧ ｸ ｼ ﾐ ﾘ  026-235-0517 

電子メール tokei@pref.nagano.lg.jp ⻑野県は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。 

okadanota
フリーテキスト
 資料番号

　No.１３



費目別指数（前月比及び前年同月比）

区　分 総　合 食　料 住　居
光熱・
水道

家具・
家事用品

被服及び
履物

保健医療
交通・
通信

教　育 教養娯楽 諸雑費

ウエイト    10000     2579     2100       768      416      354      458     1523      206      989     607

指　　数 113.4   126.9   105.3   121.0    117.8   111.3   104.8   101.0   91.8    120.0   106.8  

前月比
（％）

0.2     0.0     0.1     1.4      0.6     0.5     0.5     △ 0.8  0.0     0.3     0.3    

前年同月比
（％）

3.1     6.5     1.3     5.0      1.1     1.4     2.2     1.5     △ 9.4  2.8     1.9    

 （注） ウエイト：　総合と10大費目の合計は、端数処理のため一致していない。

交　通　・　通　信

教　　　　　　育

教 　養 　娯　楽

諸 　　雑　　 費

食　　　　　　料

住　　　　　　居

光　熱 ・ 水　道

家 具・家 事 用 品

被  服 及 び 履 物

保　 健 　医 　療

総　　　　　　合

総　　　　　　合

食　　　　　　料

住　　　　　　居

光　熱 ・ 水　道

家 具・家 事 用 品

被  服 及 び 履 物

保　 健 　医 　療

交　通　・　通　信

教　　　　　　育

教 　養 　娯　楽

諸 　　雑　　 費

0.2 

0.0 

0.1 

1.4 

0.6 

0.5 

0.5 

0.0 

0.3 

0.3 

0 2 4 6 8 10 12

△ 0.8

-12 -10 -8 -6 -4 -2 0

費目別前月比

(%

)

(%)

(%)

費目別前年同月比

△ 9.4

-22 -20 -18 -16 -14 -12 -10 -8 -6 -4 -2 0
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1.3 
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1.1 
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1.9 
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１０大費目別 　　　（2020年（令和２年）＝100）

指　数 前月比
前　年
同月比

指　数 前月比
前　年
同月比

% % % %

総合 113.4 0.2 3.1 他の被服 97.6 0.0 △2.6

被服関連サービス 111.5 0.0 0.3

食料 126.9 0.0 6.5

穀類 152.7 △0.7 23.1 保健医療 104.8 0.5 2.2

魚介類 132.3 0.7 6.6 医薬品・健康保持用摂取品 108.1 0.0 2.5

生鮮魚介 130.5 △0.3 3.9 保健医療用品・器具 115.3 2.4 3.3

肉類 129.4 2.5 6.8 保健医療サービス 99.3 0.0 1.5

乳卵類 124.6 1.8 0.1

野菜・海藻 118.2 △4.2 △1.4

生鮮野菜 117.9 △6.6 △3.9 交通・通信 101.0 △0.8 1.5

果物 123.4 △3.1 0.5 交通 102.4 0.6 0.2

生鮮果物 126.3 △3.6 0.1 自動車等関係費 113.5 △1.2 1.5

油脂・調味料 120.7 0.3 △2.0 通信 73.4 △0.1 2.0

菓子類 132.4 0.7 8.7

調理食品 134.3 1.9 7.0

飲料 122.2 0.4 8.7 教育 91.8 0.0 △9.4

酒類 113.4 △0.2 5.3 授業料等 84.1 0.0 △14.9

外食 117.9 0.1 8.0 教科書・学習参考教材 107.6 0.0 0.3

補習教育 112.1 0.0 4.2

住居 105.3 0.1 1.3

家賃 100.9 0.0 0.4 教養娯楽 120.0 0.3 2.8

設備修繕・維持 119.7 0.3 3.7 教養娯楽用耐久財 105.4 0.2 0.3

教養娯楽用品 121.9 0.7 3.9

書籍・他の印刷物 115.9 0.1 2.4

光熱・水道 121.0 1.4 5.0 教養娯楽サービス 122.5 0.2 2.8

電気代 130.9 5.1 10.3

ガス代 121.0 1.4 4.0

他の光熱 141.0 △8.0 △1.1 諸雑費 106.8 0.3 1.9

上下水道料 100.0 0.0 0.0 理美容サービス 105.7 0.0 1.5

理美容用品 105.4 0.3 1.6

身の回り用品 118.6 2.1 7.5

家具・家事用品 117.8 0.6 1.1 たばこ 115.1 0.3 0.6

家庭用耐久財 112.5 1.4 △0.5 他の諸雑費 103.4 0.0 0.8

室内装備品 98.2 0.6 5.5

寝具類 111.7 △1.4 △0.4

家事雑貨 134.1 0.2 0.9 生鮮食品 123.5 △4.1 △0.8

家事用消耗品 122.7 0.4 3.5 生鮮食品を除く総合 113.0 0.4 3.3

家事サービス 104.3 0.0 0.0 生鮮食品を除く食料 127.6 0.8 7.9

別 持家の帰属家賃を除く総合 115.3 0.2 3.5

持家の帰属家賃を除く住居 113.1 0.2 2.8

被服及び履物 111.3 0.5 1.4 持家の帰属家賃を除く家賃 101.0 0.0 0.9

衣料 112.1 1.3 1.5 114.9 0.4 3.7

和服 133.2 0.0 23.4 掲 エネルギー 129.6 0.0 4.6

洋服 111.5 1.4 0.9 106.3 0.2 1.4

シャツ・セーター・下着類 110.6 △0.2 0.8 教育関係費 96.0 0.1 △6.8

シャツ・セーター類 115.2 0.4 2.5 教養娯楽関係費 118.4 0.4 2.8

下着類 101.2 △1.8 △3.0 情報通信関係費 74.7 0.0 1.5

履物類 119.2 0.6 5.2 111.5 0.4 3.1生鮮食品及びエネルギーを除く総合

消　費　者　物　価　指　数　（長　野　市）

2025年(令和７年)５月分　確報値

分　　　　類 分　　　　類

持家の帰属家賃及び生鮮食品を除く総合

食料（酒類を除く）及びエネルギーを除く総合



月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

2023年 106.1 105.5 105.7 106.5 106.4 106.2 107.1 107.5 107.4 108.5 108.3 108.1 2023年 138.0 129.1 134.8 129.4 126.9 126.1 132.2 130.1 128.0 128.6 124.3 123.8

2024年 108.6 108.5 108.7 109.5 110.0 110.0 110.5 111.2 110.6 111.4 111.8 112.1 2024年 127.0 131.0 128.1 127.6 125.6 125.4 131.0 132.1 127.6 132.3 126.0 127.3

2025年 113.1 112.4 112.7 113.2 113.4 2025年 131.2 132.5 133.9 130.8 130.5

対前月 0.9 △0.7 0.3 0.4 0.2 対前月 3.0 1.0 1.1 △2.3 △0.3

対前年同月 4.2 3.6 3.7 3.4 3.1 対前年同月 3.3 1.2 4.6 2.5 3.9

月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

2023年 105.6 105.2 105.4 106.4 106.3 106.0 106.8 107.3 107.0 107.9 107.9 107.8 2023年 107.8 108.9 105.2 102.4 103.2 98.1 102.3 102.3 116.9 126.7 118.1 110.1

2024年 108.1 108.1 108.3 108.8 109.4 109.6 110.1 110.7 109.9 110.7 111.1 111.2 2024年 113.3 108.0 109.7 127.1 122.7 114.1 107.4 120.5 130.6 130.3 134.8 138.9

2025年 111.7 111.4 111.8 112.6 113.0 2025年 158.0 132.6 132.4 126.2 117.9

対前月 0.4 △0.3 0.4 0.7 0.4 対前月 13.7 △16.1 △0.2 △4.7 △6.6

対前年同月 3.3 3.0 3.2 3.5 3.3 対前年同月 39.4 22.8 20.7 △0.7 △3.9

月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

2023年 111.3 111.6 111.3 112.7 113.4 113.9 115.4 115.8 117.0 118.6 118.3 117.4 2023年 100.3 114.0 107.9 101.0 99.3 106.5 116.0 119.2 114.8 108.1 113.1 114.5 115.7

2024年 118.2 117.6 118.3 119.2 119.2 118.7 118.8 120.7 121.0 122.8 123.9 124.1 2024年 115.7 120.7 120.2 123.2 120.5 126.3 129.6 127.2 119.9 118.9 120.1 126.9 129.6

2025年 127.4 125.8 126.8 126.9 126.9 2025年 129.6 145.7 143.5 138.4 131.1 126.3

対前月 2.6 △1.2 0.8 0.0 0.0 対前月 12.4 △1.6 △3.5 △5.3 △3.6

対前年同月 7.8 7.0 7.2 6.5 6.5 対前年同月 20.7 19.3 12.3 8.9 0.1

月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

2023年 117.5 114.0 112.0 108.8 110.3 110.3 114.7 113.0 117.6 123.6 118.8 115.2 2023年 103.1 103.3 103.3 103.3 103.4 103.4 103.4 103.3 103.3 103.6 103.7 103.5

2024年 118.9 117.3 118.1 125.5 124.4 121.2 118.9 123.4 126.7 128.1 130.4 133.4 2024年 103.6 103.8 103.9 103.8 104.0 104.0 104.2 104.3 104.6 104.7 104.9 104.9

2025年 147.6 135.4 134.4 128.7 123.5 2025年 105.1 105.2 105.1 105.2 105.3

対前月 10.7 △8.3 △0.8 △4.2 △4.1 対前月 0.2 0.1 △0.2 0.1 0.1

対前年同月 24.1 15.4 13.7 2.6 △0.8 対前年同月 1.5 1.4 1.2 1.3 1.3

食　　　　　料 （生　鮮　果　物）

生　鮮　食　品 住　　　　　居

総　　　　　合 （生　鮮　魚　介）

生鮮食品を除く総合 （生　鮮　野　菜）
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月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

2023年 129.3 116.4 115.1 114.5 110.5 109.3 108.2 106.5 104.7 109.4 108.3 108.8 2023年 96.7 96.6 96.9 96.9 97.0 97.1 99.1 100.4 99.9 99.2 99.1 99.6

2024年 109.6 109.5 110.4 111.5 115.2 117.9 120.3 119.3 111.9 112.5 115.5 119.8 2024年 100.0 99.7 99.5 100.0 99.5 99.7 100.0 99.8 99.8 100.0 100.2 100.6

2025年 120.3 115.8 116.4 119.3 121.0 2025年 101.8 101.5 101.6 101.8 101.0

対前月 0.4 △3.7 0.5 2.5 1.4 対前月 1.2 △0.2 0.1 0.2 △0.8

対前年同月 9.8 5.7 5.4 7.0 5.0 対前年同月 1.8 1.9 2.1 1.8 1.5

月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

2023年 104.8 107.3 109.2 114.6 112.1 109.0 110.3 108.5 110.3 112.8 113.3 111.6 2023年 100.3 100.3 100.5 100.8 100.8 100.8 100.8 100.8 100.8 100.8 100.8 100.8

2024年 111.9 111.9 108.6 110.9 116.6 117.0 118.2 120.1 119.6 121.0 118.6 115.6 2024年 100.9 100.9 100.9 101.3 101.3 101.3 101.3 101.3 101.3 101.3 101.3 101.3

2025年 116.7 115.0 114.1 117.1 117.8 2025年 101.3 101.3 101.3 91.8 91.8

対前月 0.9 △1.4 △0.8 2.7 0.6 対前月 0.0 0.0 0.0 △9.4 0.0

対前年同月 4.3 2.8 5.1 5.6 1.1 対前年同月 0.5 0.5 0.5 △9.4 △9.4

月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

2023年 102.3 105.1 106.2 106.4 107.3 106.0 106.5 106.6 105.9 107.6 106.9 107.9 2023年 102.9 103.7 105.2 107.7 108.6 107.3 109.9 112.5 110.2 111.8 111.5 111.3

2024年 108.0 107.9 108.5 109.7 109.7 109.7 108.3 107.4 109.5 109.7 110.5 110.3 2024年 112.4 113.7 114.5 116.7 116.7 115.6 116.9 119.7 117.0 117.9 117.7 117.3

2025年 109.5 109.2 109.8 110.7 111.3 2025年 116.1 116.6 117.4 119.7 120.0

対前月 △0.8 △0.2 0.5 0.8 0.5 対前月 △1.0 0.5 0.7 1.9 0.3

対前年同月 1.4 1.3 1.2 0.9 1.4 対前年同月 3.2 2.5 2.6 2.6 2.8

月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

2023年 100.0 101.1 101.3 101.6 102.1 102.0 102.2 102.2 102.1 102.6 102.6 102.8 2023年 103.1 103.3 103.6 103.2 103.2 103.3 103.3 103.8 103.9 104.0 104.0 103.9

2024年 102.7 102.6 102.9 102.5 102.6 103.0 103.1 102.9 103.1 103.7 104.0 103.8 2024年 103.8 103.7 103.8 104.3 104.8 104.8 104.9 104.9 105.1 105.6 105.3 105.6

2025年 103.9 104.1 104.5 104.3 104.8 2025年 105.8 105.7 105.8 106.4 106.8

対前月 0.2 0.2 0.3 △ 0.2 0.5 対前月 0.2 △0.1 0.1 0.6 0.3

対前年同月 1.2 1.5 1.6 1.7 2.2 対前年同月 2.0 1.9 1.9 2.1 1.9

保　健　医　療 諸　　雑　　費

被服及び履物 教　養　娯　楽

光 熱 ・ 水 道 交 通 ・ 通 信

家具・家事用品 教　　　　　育
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(2020年(令和２年)＝100)

区　　分

年  　月 指  数
前月比
（％）

前　年
同月比
（％）

指  数
前月比
（％）

前　年
同月比
（％）

指  数
前月比
（％）

前　年
同月比
（％）

2015年 97.4 0.5 98.5 0.5 98.5 0.6

2016年 96.9 △ 0.5 98.2 △ 0.3 98.2 △ 0.3

年 2017年 97.7 0.8 98.7 0.5 98.3 0.2

2018年 98.9 1.2 99.5 0.9 99.1 0.8

2019年 99.9 1.0 100.2 0.6 100.0 0.9

2020年 100.0 0.1 100.0 △ 0.2 100.0 0.0

2021年 100.0 0.0 99.8 △ 0.2 99.8 △ 0.2

別 2022年 103.0 3.1 102.1 2.3 101.9 2.2

2023年 106.6 3.5 105.2 3.1 105.0 3.0

2024年 109.7 2.9 107.9 2.5 107.2 2.1

2014年度 97.5 2.9 98.5 2.8 98.5 2.5

2015年度 97.3 △ 0.3 98.5 0.0 98.5 0.0

2016年度 97.1 △ 0.2 98.2 △ 0.2 98.1 △ 0.4

年 2017年度 98.0 1.0 98.9 0.7 98.5 0.4

2018年度 99.2 1.2 99.7 0.8 99.4 0.9

度 2019年度 100.2 1.0 100.3 0.6 100.2 0.7

2020年度 99.8 △ 0.4 99.9 △ 0.4 99.9 △ 0.2

別 2021年度 100.3 0.5 99.9 0.1 99.9 0.0

2022年度 104.1 3.8 103.0 3.0 102.8 2.9

2023年度 107.3 3.1 105.9 2.8 105.6 2.7

2024年度 110.5 3.0 108.7 2.7 107.8 2.1

2023年　６月 106.0 △0.2 3.1 105.0 0.2 3.3 104.8 0.1 3.2

　７月 106.8 0.7 3.3 105.4 0.4 3.1 105.2 0.4 3.0

８月 107.3 0.4 3.4 105.7 0.2 3.1 105.3 0.2 2.8

　９月 107.0 △0.3 2.9 105.7 0.0 2.8 105.2 △0.1 2.5

 10月 107.9 0.8 2.9 106.4 0.7 2.9 106.0 0.7 2.7

月  11月 107.9 0.0 2.7 106.4 0.0 2.5 106.0 0.0 2.3

 12月 107.8 0.0 2.4 106.4 0.0 2.3 106.1 0.1 2.1

2024年　１月 108.1 0.3 2.4 106.4 0.0 2.0 106.0 0.0 1.8

２月 108.1 0.0 2.8 106.5 0.1 2.8 106.2 0.2 2.5

３月 108.3 0.2 2.7 106.8 0.3 2.6 106.5 0.3 2.4

４月 108.8 0.5 2.3 107.1 0.3 2.2 106.4 △0.1 1.6

５月 109.4 0.5 2.9 107.5 0.3 2.5 106.7 0.3 1.9

６月 109.6 0.1 3.3 107.8 0.3 2.6 107.0 0.2 2.1

７月 110.1 0.5 3.1 108.3 0.5 2.7 107.4 0.4 2.2

８月 110.7 0.5 3.2 108.7 0.4 2.8 107.9 0.4 2.4

９月 109.9 △0.7 2.7 108.2 △0.4 2.4 107.3 △0.5 2.0

別 10月 110.7 0.7 2.6 108.8 0.6 2.3 107.9 0.6 1.8

11月 111.1 0.4 2.9 109.2 0.4 2.7 108.3 0.4 2.2

12月 111.2 0.2 3.2 109.6 0.3 3.0 108.6 0.3 2.4

2025年　１月 111.7 0.4 3.3 109.8 0.2 3.2 108.7 0.0 2.5

　２月 111.4 △0.3 3.0 109.7 △0.1 3.0 108.5 △0.1 2.2

３月 111.8 0.4 3.2 110.2 0.4 3.2 109.1 0.5 2.4

４月 112.6 0.7 3.5 110.9 0.7 3.5 110.0 0.8 3.4

５月 113.0 0.4 3.3

（注)　前年同月比欄は、年別においては前年比、年度別においては前年度比である。

2020年基準　都市別消費者物価指数（生鮮食品を除く総合）

全　　国 東京都区部長　野　市

６



2020年＝100

105.5 △ 3.0 107.4 △ 3.7
（ 108.8 ) （ △ 3.3 ) （ 116.5 ) （ 2.1 )

103.4 0.7 105.0 △ 2.2
（ 102.7 ) （ △ 3.9 ) （ 110.6 ) （ △ 2.7 )

106.5 △ 5.1 104.9 △ 8.7
（ 112.2 ) （ △ 1.7 ) （ 110.8 ) （ 3.3 )

※（　）内の数値は、2025年３月分確報値

-1.8

 ◎「長野県鉱工業指数」はインターネットでも提供しています。 ⇒ https://www.pref.nagano.lg.jp/tokei/tyousa/iip.html

※1）季節調整済指数とは、原指数を季節調整（毎年季節的に繰り返される変動を取り除くこと）した指数のことで、原指数 ÷ 季節指数 により算出します。

※2）原指数とは、生産等の基準数量（基準となる年の月平均の数量）に対する当月の数量の割合のことで、当月の数量 ÷ 基準数量 により算出します。

原指数 前年同月比（％）

出　荷

季節調整済指数

生　産

前月比（％）項　目
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長野県（企画振興部）プレスリリース 令和７年(2025年)６月20日

長野県鉱工業指数 2025年４月分（速報）をお知らせします

●概況

2025年４月の長野県鉱工業指数は、前月比(季節調整済指数)では、生産は3.0％減と２か月連続の低下、

出荷は0.7％増と２か月ぶりの上昇、在庫は5.1％減と３か月連続の低下となりました。

前年同月比(原指数)では、生産は3.7％減と２か月ぶりの、出荷は2.2％減と２か月連続の低下、

在庫は8.7％減と２か月ぶりの低下となりました。

（問合せ先）
企画振興部 総合政策課統計室 統計第一係 吉澤、井上
電 話：（直通）026-235-7070        

（代表）026-232-0111（内線）5118
ＦＡＸ：026-235-0517
Ｅ-mail tokei@pref.nagano.lg.jp
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⻑野県は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。
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１　生産・出荷・在庫の業種別動向

主な業種
季節

調整済
指数

前月比
（％）

寄与した主な品目

電子部品・デバイス工業 87.1 10.4 電子回路

上昇
輸送機械工業 128.6 0.2 自動車部品

4
非鉄金属工業 99.5 0.3 電線・ケーブル

情報通信機械工業 157.3 △ 8.8

17業種
低下

化学工業 124.4 △ 19.4

13
その他工業 82.9 △ 15.0

電子部品・デバイス工業 88.7 7.6 電子回路

上昇
汎用・生産用・業務用機械工業 108.6 2.5 計測機器

7
情報通信機械工業 117.8 5.1

金属製品工業 94.4 △ 9.8 金属製ばね

17業種
低下

その他工業 106.3 △ 4.5

10
化学工業 131.0 △ 3.5

化学工業 210.2 1.6

上昇
食料品工業 109.0 1.4

8
金属製品工業 100.5 3.3 金属製ばね

汎用・生産用・業務用機械工業 112.4 △ 10.5

16業種
低下

情報通信機械工業 95.2 △ 11.9

8
電子部品・デバイス工業 85.9 △ 7.0

　※「主な業種」については、寄与度（全体に与える影響）の大きいものを掲載してあります。

　※｢寄与した主な品目」については、対象事業所が少数の場合は掲載していません。

　※「汎用・生産用・業務用機械工業」に係る、「寄与した主な品目」の（）内は次の区分によります。
　　　　（汎）：汎用機械　　（生）：生産用機械　　（業）：業務用機械

生
産

在
庫

出
荷



２　主な業種の生産指数（季節調整済指数）の推移

情報通信機械工業

金型

※
3)

鉱工業

105.5

汎用・生産

用・業務用

機械工業

99.6

電子部品・

デバイス工業

87.1

電気機械工業

101.1

情報通信

機械工業

157.3
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３　主な業種の生産指数等の推移

情報通信機械工業

金型

※
3

４　財別の動き（季節調整済指数）

最終需要財 投資財 消費財 生産財

指　数 前月比(％) 指　数 前月比(％) 指　数 前月比(％) 前月比(％)

108.9 △ 4.6 101.7 △ 3.2 118.9 △ 6.2 101.6 △ 1.8

( 114.2 ) ( △ 2.1 ) ( 105.1 ) ( △ 5.5 ) ( 126.8 ) ( 2.5 ) ( 103.5 ) ( △ 4.4 )

110.8 0.7 110.6 2.1 110.7 0.4 96.3 0.4

( 110.0 ) ( △ 4.7 ) ( 108.3 ) ( △ 7.2 ) ( 110.3 ) ( △ 3.8 ) ( 95.9 ) ( △ 3.4 )

120.6 △ 5.9 111.5 △ 11.2 129.1 △ 0.5 88.0 △ 4.5

( 128.2 ) ( 0.2 ) ( 125.5 ) ( △ 2.9 ) ( 129.8 ) ( 3.0 ) ( 92.1 ) ( △ 3.8 )
※（　）内の数値は、2025年３月分確報値
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〔利用にあたって〕 

１ 目的 

  本県の鉱工業の動向をその数量的側面から総合的かつ迅速に把握することを目的としています。 

 

２ 資料 

  資料の出所は、主として経済産業省生産動態統計調査（統計法第２条第６項に規定する基幹統計調

査）によりますが一部、関係官庁、事業所等からの提供を得ています。 

 

３ 分類 

  業種分類指数は、日本標準産業分類に基づき、生産及び出荷は147品目（製造工業146品目、鉱業

1品目）、在庫は68品目（製造工業67品目、鉱業１品目）をもって鉱工業としたものです。 

  用途分類（財別）指数は、採用品目を投資財、消費財、生産財等の財別に格付し分類したものです。 

 

４ 基準年 

2020年 

 

５ ウェイト 

  2020年における付加価値額、出荷額、在庫額 

 

６ 算式 

  基準時の固定ウェイトで加重平均するラスパイレス算式 

 

 

 

 

 

 

７  留意事項 

   生産指数、出荷指数において鉱業は対象事業所が少数のため、原指数、季節調整済指数を掲載して

いません。 

  在庫指数において汎用機械工業及び輸送機械工業は在庫数量がとらえられないため、業務用機械工

業及び鉱業は対象事業所が少数のため、原指数、季節調整済指数を掲載していません。 

 

８  表中の記号 

   「ｘ」は数値が秘匿されているもの、「―」は該当数値のないもの、「０」は単位未満を表わして

います。 

 

９ 基準改定 

  2024年１月分（速報）から基準年を2020年に改定しました。これに伴い、2018年１月まで遡及し

            比較時数量 

            基準時数量 

総合指数＝                                    ×100 

                 基準時ウェイトの総和 

 × 基準時ウェイト   の総和 



て原指数、季節調整済指数を変更しています。 

 

10  季節調整 

   生産指数及び出荷指数についてはセンサス局法（Ｘ－12－ARIMA）、在庫指数についてはセンサス局

法（Ｘ－12－ARIMAの中のＸ－11 ﾃﾞﾌｫﾙﾄ）により品目別の季節指数を求めて算出しています。 

注１ 生産指数及び出荷指数における季節調整済指数系列は、季節要因に加え、曜日・祝祭日要因 

によっても調整されています。 

  具体的には以下のとおりです。 

季節調整済指数＝原指数÷（季節指数×曜日・祝祭日指数） 

注２ ARIMAモデル、外れ値処理については、「長野県鉱工業指数基準改定の概要」を参照して 

ください。 

注３ 季節調整済指数は８年間（96時点）を採用しました。 

 

11 その他 

この統計表に掲載分以前の数値を修正する場合もありますので、長期的動向を見る場合は、当課で

別途刊行する「長野県鉱工業指数年報」を参照してください。 

平成27年基準の指数とは、時系列比較できないことにご留意ください。 



 

長野労働局   Press Release 
               ～ 安 心 し て 働 け る 信 州 の た め に ～ 
 
 
 

 
 
 
               

 

最 近 の 雇 用 情 勢 

（令和７年５月分） 

 

長野労働局(局長 三浦
み う ら

 栄一郎
えいいちろう

)は、令和７年５月分の県内の雇用情勢をとりまと

めました。 

 

 

 

 

 

 

 

○ ５月の新規求人数（実数値）は14,288 人となり、前年同月比で6.2％減少した。 

○ 産業別（大分類）にみると、前年同月比で増加した業種は、D 建設業のみであり、

その他の業種では前年同月比で減少した。 

○ ５月の新規求職者数（実数値）は7,242 人となり、前年同月比で4.0％減少した。 

新規常用求職者（3,965 人）のうち、「事業主都合離職者」は 464 人となり、 

前年同月比で9.9％減少し、「自己都合離職者」は1,615人となり、前年同月比 

で 8.3％減少し、「在職者」は1,483人となり、前年同月比で8.2％減少した。 

○ ５月の就職件数は2,190件となり、前年同月比で7.7％減少した。 

このうち常用就職件数は975件となり、前年同月比で13.6％減少した。 

パートタイム就職件数は1,171件となり、前年同月比で2.6％減少した。 

 

雇用情勢は、堅調に推移している。 

ただし、物価上昇等が雇用に与える影響を注視する必要がある。 
 

担  
    
当 

職業安定部職業安定課 
課 長 井 原 勝 宏 
課 長 補 佐 小 林 宏 安 
労働市場情報官 中 村 清 一 
電話   026-226-0865 

長野労働局発表 

(07－19) 

令和７年６月27日 

 

○ 令和７年５月の有効求人倍率（季節調整値）は 1.27 倍で、前月に比べ 0.02 ポ

イント下回った。 

○ 有効求人数（季節調整値）は42,603人で前月に比べ0.5％増加し、有効求職者

数(同)は 33,616 人で前月に比べ 2.2％増加した。 

○ 新規求人倍率（季節調整値）は 2.13 倍となり、前月を 0.07 ポイント下回った。 

okadanota
フリーテキスト
 資料番号

　No.１５



～ 用 語 の 解 説 ～ 

 

 〔 一 般 〕  一般とは常用及び臨時・季節を合わせたものをいう。 

 

 〔 常 用 〕  常用とは、雇用契約において雇用期間の定めがない、または４か月以上の雇用期間が定め 

られているもの（季節労働を除く）をいう。 

 

 〔 パ ー ト 〕  一週間の所定労働時間が同一の事業所に雇用されている、通常の労働者の一週間の所定 

            労時間に比べて短い就業形態をいう。 

 

 〔臨 時 ・季 節 〕  臨時とは、雇用契約において１か月以上４か月未満の雇用契約期間が定められている仕事 

をいう。 

季節とは、季節的な労働需要に対し、または季節的な余暇を利用して一定の期間（４か月 

未満、４か月以上の別を問わない）を定めて就労する仕事をいう。 

 

 〔 求 職 者 数 〕  新規求職申込件数とは、公共職業安定所でその月のうちに新たに受けた求職申込件数を 

いう。 

月間有効求職者数とは「前月から繰越された有効求職者数」と当月の「新規求職申込件数」 

の合計数である。 

 

 〔 求 人 数 〕  新規求人数とは、その月のうちに新たに受付けた求人数（採用予定人員）をいう。 

月間有効求人数とは「前月から繰越された有効求人数」と当月の「新規求人数」の合計数 

である。 

 

 〔 就 職 件 数 〕  自安定所の有効求職者に対して、全国のハローワークで受理した求人を自安定所の紹介に 

より就職が確認された件数。したがって、自己就職・縁故就職等は除かれる。 

 

 〔 求 人 倍 率 〕  求職者の１人あたり、求人数がどれだけあるか、その割合をみるものである。 

算出の方法は、次のとおりである。 

新規求人数 月間有効求人数

新規求職者数 月間有効求職者数
新規求人倍率＝ 有効求人倍率＝

 

  

 〔 正 社 員 〕  パートタイムを除く常用のうち、勤め先で正社員・正職員などと呼称される正規労働者をいう。 

 

〔季節調整値〕  月別の時系列には、天候や社会習慣等の影響により毎年季節的に繰り返される一年周期の変動 

（季節変動）が含まれていることがあり、そのような系列をみるだけでは変動要因が判断できない場 

合もある。このような季節変動を有する系列の分析を行う際には、季節変動を除去してから、数値 

の比較を行う必要がある。 

この季節変動の除去を「季節調整」と言い、これにより、季節調整値（季節調整された数値）は、 

前月との比較の際に使用し、実数値（季節調整していない数値）は、前年同月との比較の際に使 

用する。 

 

 ※ハローワークインターネットサービスの機能拡充に伴い、令和３年９月以降の数値には、ハローワークに来所 

せず、オンライン上で求職登録した求職者数や、求職者がハローワークインターネットサービスの求人に 

直接応募、就職が確認された件数が含まれる。 



 1  求人・求職の状況

  ①　有効求人倍率（季節調整値）の推移

　
10

前年同月

比　（％）

　　※　月間有効求人・求職（季節調整値）の推移

  ②  地域別有効求人倍率 （実数値：以下同じ）

＊「うち常用」とはパート常用を含み、臨時・季節を除く。
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1.23 0.99

《1.03》

(▲0.15) (0.08) 

《1.21》 《1.20》

1.17

地域別

　５月の有効求人倍率を地域別に見ると、中信地域で前年同月を上回った。
また、安定所別では須坂所・松本所・木曽福島所で前年同月を上回った。

《1.32》

安定所別 長野 篠ノ井 松 本

〔新規学卒を除く全数〕

諏 訪

1.17東 信北　信 1.11 1.19

《1.30》 《1.10》 《1.20》

1.08

上 田

1.14

うち常用

《前月》

須坂飯 山 佐 久

（前年同月比
 ポイント)

《1.08》 《1.04》 《0.91》

1.21

(▲0.08) (0.01) 

　令和７年５月の有効求人倍率(季節調整値)は１．２７倍で前月より０．０２ポイント下回った。

《1.20》（前年同月比
ポイント)

《前月》 (▲0.12) 《1.16》 (▲0.05) 《1.20》
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長野県

全 国

(月）

〔新規学卒を除く全数〕
（倍）

(注）
有効求人倍率は、毎年１月に過去５年間分について季節的な

変動をくりかえす経済指数を踏まえ再計算します。
これに基づき、令和6年12月以前の数値は改定されています。

５年 ６年

全国 1.24

（過去最低）長野県 0.39(H21年7・8月)
全国 0.42 (H21年8月)

長野県 1.27

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
7年
1月 2月 3月 4月 5月

月間有効
求人数

43,998   43,847   43,413   43,113   43,116   43,258   43,129   43,186   42,622   42,720   42,542   42,403   42,603   

月間有効
求職者数

32,858   33,368   32,923   32,869   32,893   32,987   33,238   33,287   33,193   33,244   32,648   32,905   33,616   

（全国２１位）

７年

- 1 -



③  新規求人数の推移

6年 7年
 5月 6月 7月 8月 9月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月

15,228 13,626 15,572 13,982 14,476 14,021 13,950 17,640 15,724 14,169 15,511 14,288

(▲2.0) (▲11.5) (▲4.2) (▲10.0) (▲8.1) (▲7.0) (▲6.6) (▲2.4) (▲4.8) (▲5.3) (0.4) (▲6.2)

8,494 7,834 9,098 8,121 8,094 7,956 7,983 9,544 8,612 8,055 9,069 8,389

(▲3.2) (▲8.2) (▲2.6) (▲11.4) (▲4.7) (▲10.2) (▲2.2) (0.5) (▲6.2) (▲2.4) (0.5) (▲1.2)

6,042 5,115 5,673 5,161 5,436 5,357 5,201 7,187 6,315 5,481 5,787 5,320

(3.7) (▲16.1) (▲6.1) (▲3.8) (▲10.0) (▲0.3) (▲9.1) (▲3.1) (▲3.8) (▲8.1) (2.0) (▲11.9)

6,816 6,437 7,376 6,540 6,642 6,526 6,457 7,467 6,787 6,400 7,208 6,786

(▲0.6) (▲6.0) (▲1.8) (▲11.6) (▲5.2) (▲8.4) (▲3.2) (▲2.0) (▲5.2) (▲5.4) (▲0.4) (▲0.4)

44.8 47.2 47.4 46.8 45.9 46.5 46.3 42.3 43.2 45.2 46.5 47.5

1.04 1.05 1.08 1.10 1.10 1.13 1.15 1.11 1.08 1.07 1.03 1.03

④　産業別新規求人の状況

うちパート うちパート

▲7.9 ▲6.2 ▲15.7 ▲12.3 

5,320 ▲8.1 ▲11.9 32 23.1 ▲23.8 

▲1.7 6.6 ▲10.5 ▲2.5 

91 ▲4.2 ▲10.8 94 ▲31.9 ▲38.6 

5.2 ▲2.4 4.4 ▲2.9 

617 15.5 2.2 1,038 13.4 3.8 

▲4.3 ▲18.4 ▲3.3 ▲26.3 

221 ▲8.3 ▲11.6 10 ▲33.3 ▲37.5 

17.2 47.8 ▲5.6 ▲8.1 

3 0.0 ▲62.5 82 ▲20.4 7.9 

45.8 9.4 30.8 ▲2.2 

3 ▲25.0 ▲40.0 736 30.5 ▲14.6 

5.0 ▲7.8 ▲11.3 ▲9.0 

23 4.5 27.8 206 ▲8.4 ▲26.2 

24.6 46.0 ▲50.5 ▲13.8 

39 5.4 14.7 208 ▲32.0 ▲21.5 

▲3.2 ▲24.4 ▲66.3 5.6 

28 75.0 115.4 90 ▲56.1 ▲6.3 

▲27.1 ▲21.5 26.7 ▲18.6 

17 ▲37.0 ▲43.3 131 0.0 ▲31.1 

▲26.6 2.2 ▲11.7 ▲4.8 

30 11.1 25.0 1,224 ▲14.5 ▲8.7 

 10.7 ▲21.4 ▲15.2 ▲9.9 

28 ▲31.7 ▲33.3 885 ▲13.4 ▲11.1 

▲12.9 3.7 ▲21.1 ▲8.9 

132 312.5 8.2 583 ▲35.5 ▲22.3 

122.9 181.6 ▲21.2 9.0 

26 160.0 2,500.0 123 ▲33.2 3.4 

89.8 ▲18.5 ▲22.5 ▲27.4  

16 ▲5.9 ▲33.3 474 3.3 ▲26.2  

Ｄ 建 設 業

7,676

31 輸 送 用 機 械 器 具
製 造 業

（前年同月比）

全数に占める
正社員の割合

91 職 業 紹 介 ・
労 働 者 派 遣 業

28電子部品・デバイス・
電 子 回 路 製 造 業

29 電 気 機 械 器 具
製 造 業

Ｐ 医 療 ， 福 祉

30 情 報 通 信 機 械
器 具 製 造 業

そ の 他 の 産 業

　５月の新規求人数は、前年同月比で６．２％減少した。うち常用は１．２％減少し、うちパートは
１１．９％減少した。

常用のうち正社員

全    数

（前年同月比）

         年月

うち常用

うちパート

（前年同月比）

（前年同月比）

612

注） 「その他の産業」には、A農業，林業、B漁業、C鉱業，採石業，砂利採取業、F電気・ガス・熱供給・水道業、L学術研究，専門・技術サービス業、Q複合サービス事業、S公務
（他に分類されるものを除く）、T分類不能の産業を含む。

26 生 産 用 機 械 器 具
製 造 業

85 社会保険・社会
福 祉 ・ 介 護 事 業

15 印 刷 ・ 同 関 連 業

18 プ ラ ス チ ッ ク 製 品
製 造 業 （ 別 掲 を 除 く ）

27 業 務 用 機 械 器 具
製 造 業

Ｎ 生 活 関 連 サ ー
ビ ス 業 ， 娯 楽 業

Ｒ サービス業（他に
分 類 さ れ な い も の ）

237

151

363
24 金 属 製 品 製 造 業

25 は ん 用 機 械 器 具
製 造 業

09 食 料 品 製 造 業
10飲料・たばこ・飼料製造業

14 パ ル プ ･ 紙 ・
紙 加 工 品 製 造 業

884

1,014

2,377

1,653

2,614

Ｊ 金 融 業 ， 保 険 業

76 飲 食 店

469

(1.6) 

※全数には臨時・季節を含み、うち常用はパートを含まない。

K 不 動 産 業 ，
物 品 賃 貸 業

　５月の産業別（大分類）の新規求人数は、前年同月比でD｢建設業｣が前年同月を上回り、それ以外の
産業は前年同月を下回った。

1,784
Ｅ 製 造 業

(0.3) 

45.2

正社員有効
求人倍率

1,386

10月

16,990

(0.4) 

Ｈ 運 輸 業 ， 郵 便 業

Ｇ 情 報 通 信 業

1.10

9,728

(3.5) 

6,306

Ｍ 宿 泊 業 ，
飲 食 サ ー ビ ス 業

新規求人数
　　　　　（人）

前月比
　（％）

前年
同月比
　（％）

150

305

1,181

204

59

2,437
Ｉ 卸 売 業 ， 小 売 業

78 洗濯・理容・美
容 ・ 浴 場 業

183

152

238

106

35

Ｏ教育，学習支援業

 産    業    別  産    業    別
新規求人数
　　　　　（人）

前月比
　（％）

前年
同月比
　（％）

14,288       
全          数

167

107

366

176

94

34
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⑤  新規求職者の推移

6年 7年
5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月

7,540 6,102 6,295 5,576 6,389 6,927 5,964 5,962 7,660 7,154 6,936 9,349 7,242

(3.2) (▲6.9) (4.9) (▲11.3) (▲0.9) (▲0.7) (▲4.1) (▲3.4) (▲4.6) (▲6.8) (▲3.5) (▲0.4) (▲4.0) 

4,354 3,653 3,848 3,489 3,894 4,077 3,506 3,323 4,403 4,213 4,023 4,994 3,965

(2.1) (▲8.3) (1.5) (▲12.1) (▲1.3) (▲4.5) (▲6.9) (▲1.9) (▲7.4) (▲8.8) (▲6.3) (▲0.5) (▲8.9) 

3,159 2,427 2,429 2,072 2,480 2,834 2,232 2,043 3,053 2,915 2,874 4,266 3,249

(5.2) (▲4.5) (10.8) (▲9.9) (▲0.4) (5.5) (▲0.4) (▲2.2) (▲0.4) (▲3.4) (0.8) (▲0.2) (2.8) 

※　全数には、臨時・季節を含み、うち常用にはパートは含まない。

 ⑥  新規常用求職者の態様別状況

6年 7年
5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月

4,354 3,653 3,848 3,489 3,894 4,077 3,506 3,323 4,403 4,213 4,023 4,994 3,965

(2.1) (▲8.3) (1.5) (▲12.1) (▲1.3) (▲4.5) (▲6.9) (▲1.9) (▲7.4) (▲8.8) (▲6.3) (▲0.5) (▲8.9)

1,616 1,563 1,580 1,486 1,585 1,671 1,503 1,437 1,993 2,026 1,686 1,611 1,483

(▲2.8) (▲8.1) (▲1.3) (▲13.0) (▲5.8) (▲6.4) (▲7.4) (▲5.3) (▲3.8) (▲11.5) (▲10.4) (2.1) (▲8.2)

2,437 1,861 2,053 1,811 2,063 2,189 1,767 1,689 2,207 1,956 2,088 3,069 2,215

(4.1) (▲8.7) (3.4) (▲11.7) (0.7) (▲2.9) (▲8.4) (▲0.9) (▲9.5) (▲7.6) (▲0.5) (▲1.2) (▲9.1)

定 年 98 60 77 58 70 71 55 57 91 83 88 206 76

（前年同月比） (27.3) (▲10.4) (20.3) (▲15.9) (7.7) (▲5.3) (▲9.8) (▲6.6) (7.1) (25.8) (46.7) (▲1.0) (▲22.4)

 事 業 主
 都 合

515 398 395 360 371 458 386 447 459 401 474 799 464

（前年同月比） (11.0) (▲8.1) (▲0.5) (3.2) (1.4) (▲5.6) (▲8.1) (7.5) (▲13.4) (▲8.2) (17.6) (8.4) (▲9.9)

自己都合 1,762 1,350 1,539 1,344 1,574 1,611 1,276 1,138 1,589 1,411 1,455 1,995 1,615

（前年同月比） (0.6) (▲9.3) (4.1) (▲15.1) (0.3) (▲2.5) (▲8.9) (▲4.8) (▲10.0) (▲9.1) (▲7.6) (▲5.3) (▲8.3)

301 229 215 192 246 217 236 197 203 231 249 314 267

(15.3) (▲6.5) (3.9) (▲9.4) (15.0) (▲4.4) (10.3) (18.0) (▲17.1) (6.0) (▲20.2) (▲5.4) (▲11.3)

常用求職者

（前年同月比）

       年月

うち常用

(前年同月比)

※　離職者は、｢前職雇用者」と「前職自営、その他」（表中では省略）に分けられる。
　「前職雇用者」は、離職理由別に「定年」「事業主都合」「自己都合」「不明」（表中では省略）に区分される。
  このため内訳の計と離職者数欄の数値は一致しない。
※　無業者とは、家事、育児等従事者及び離職後１年を超えて求職活動をしていない者をいう。

（前年同月比）

在 職 者

（前年同月比）

離 職 者

（前年同月比）

無 業 者

５月の新規求職者数は前年同月比で４．０％減少した。うち常用は８．９％減少し、うちパートは２．８％
増加した。

　５月の新規常用求職者の状況を態様別にみると、前年同月比で在職者は８．２％の減少、離職者は９．１％の
減少、無業者は１１．３％の減少となった。離職者のうち、事業主都合は９．９％の減少となった。

うちパート

(前年同月比）

全数

（前年同月比）

       年月
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⑦  職業別の新規常用求人・求職 、年齢別の新規常用求職の状況

3965

 ⑧  月間有効求人・求職（実数値）の推移

6年 7年
5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月

43,225 42,159 42,131 41,489 42,374 43,760 43,588 43,179 43,760 44,852 44,516 42,382 41,657

(▲6.3) (▲6.6) (▲5.9) (▲8.3) (▲7.3) (▲5.0) (▲4.6) (▲3.8) (▲4.8) (▲3.9) (▲3.4) (▲3.0) (▲3.6)

34,980 34,026 32,804 31,717 31,731 32,381 32,016 31,498 32,363 33,723 33,830 35,113 35,546

(2.5) (2.6) (3.4) (1.3) (1.4) (2.1) (2.3) (2.2) (1.0) (0.0) (▲0.3) (1.1) (1.6) 

２  就職の状況

6年 7年
5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月

2,373 2,263 2,135 1,733 2,008 2,228 1,917 1,859 1,685 2,460 3,231 2,308 2,190

(▲3.3) (▲4.8) (0.8) (▲11.7) (▲12.6) (▲0.7) (▲6.5) (▲7.9) (▲3.2) (▲6.5) (▲8.2) (▲7.4) (▲7.7) 

1,128 1,039 1,089 882 969 1,095 931 955 819 1,157 1,431 1,048 975

(▲3.3) (▲12.9) (5.1) (▲16.8) (▲18.0) (▲4.4) (▲12.5) (▲2.4) (▲11.1) (▲9.5) (▲9.8) (▲8.5) (▲13.6) 

1,202 1,166 996 804 988 1,087 928 849 811 1,254 1,740 1,205 1,171

(▲2.9) (2.5) (▲2.8) (▲4.5) (▲6.9) (3.6) (▲0.7) (▲14.1) (4.8) (▲2.9) (▲6.3) (▲6.8) (▲2.6) 

※　全数には、臨時・季節を含み、うち常用にはパートは含まない。

うちパート

（前年同月比）

全数

（前年同月比）

　５月の就職件数は、前年同月比で７．７％減少した。うち常用は１３．６％減少し、うちパートは２．６％減
少した。

（前年同月比）

年月

うち常用

（前年同月比）

　５月の新規求人・求職者数を職業別に対比してみると、「事務従事者」で求職者数が求人数を上回っ
たが、それ以外の職業では、求人数が求職者数を上回った。

※　パートタイム、臨時・季節を含む全数

月間有効
求職者数

（前年同月比）

月間有効
求 人 数

　５月の月間有効求人数は前年同月比で３．６％減少し、月間有効求職者数は前年同月と１．６％増加
した。

年月

28 

1,747 

779 

803 

1,189 

495 

70 

1,471 

579 

691 

537 

8 

528 

923 

188 

379 

33 

60 

708 

140 

88 

303 

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500 3,000

管理的職業従事者

専門的・技術的職業従事者

事務従事者

販売従事者

サービス職業従事者

保安職業従事者

農林漁業従事者

生産工程従事者

輸送・機械運転従事者

建設・採掘従事者

運搬・清掃・包装等従事者

新規常用求人数

新規常用求職者数

（人）

10.3%

22.5%

18.7%
24.4%

24.1%

年齢別の新規常用求職者数

２４歳以下

２５～３４歳

３５～４４歳

４５～５４歳

５５歳以上

人

平成21年12月改定の「日本標準職業分類」に基づく区分※パートタイムを除く常用
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３ 人員整理の把握状況

   

　①10人以上の人員整理把握状況の年度別推移

 

　
1
0

前年同月
比　（％）

##

  ② 事業主都合による離職の推移 （雇用保険の被保険者資格喪失データ）

※ 特例被保険者（季節）を除く

（参考） 雇用保険の適用事業所・被保険者・失業等給付受給者の状況

　５月中に把握した１件あたり１０人以上の人員整理は、４件１２0人であった。
　事業主都合による離職は３５８人で、前年同月を３．８％上回った。

資格取得数

資格喪失数

被 保 険 者
月末現在数

642,834633,331644,595 642,823 642,324 638,949

基　本　手　当
受給者実人員数

(▲1.9) (▲0.6) (▲3.8)(1.1) 

6,573 6,282 6,175 6,2777,132

(▲2.0)

6,992

(1.8) (1.2) (7.3) (0.8) (2.1) (2.0) (1.5) (2.3) 

7,357 8,010 7,594

(0.0) (▲0.1) (▲0.2) (▲0.1)

7,337

(▲0.1)

7,209 6,817 6,589

(▲0.1)(▲0.2) (0.0) (0.1) (0.0) (▲0.1)

638,709 637,658

(▲0.1) (▲0.1)

643,501 645,530 645,728 645,379 641,308

5,992 6,9556,561 8,337 17,605 7,660

17,672

7,759 6,407 7,403 6,128 6,654 9,019 6,514

6,216 13,4995,889 7,287 6,139 5,62417,782 8,482 7,661 5,815

(▲0.4) (▲0.4)(▲0.3) (▲0.3)

6,010 5,276

(▲0.4) (▲0.4)

37,924

(▲0.2) (▲0.2) (▲0.2) (▲0.2) (▲0.2) (▲0.3) (▲0.3)

37,987 37,93637,835 37,869 37,900 37,92238,069 38,071 38,112 38,142

2月 3月12月 1月

37,946 37,976

5月 6月 7月 8月 9月 10月 4月 5月

(3.8) 

11月

(7.5) (▲13.8) 

353370 381

(▲2.3) (▲16.7) (27.5) (42.0) (2.5) (31.7) 

次回発表日　 令和７年８月１日(金）

2月

(▲20.6) 

358

(8.8) (4.5) 

事　業　所
月末現在数

年月

         年月

人  数

11月

(21.9) 

（前年同月比）

1月

338 487 250

（前年同月比）

（前年同月比）

5月 6月 8月 9月7月 10月 12月

345 273 345

6年

279 683

5月3月 4月

7年

　適用事業所数は、前年同月を０.４％下回った。被保険者数は６４２，８３４人であり、失業等給付(基本手当)の
受給者は６，９９２人で、前年同月を２．０％下回った。

6年

7年

※次回記者会見　令和5年3月30日（木）午前１０：００～

（前年同月比）

357

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

1600

1800

2000

0

20

40

60

80

28年度 29年度 30年度 元年度 2年度 3年度 4年度 5年度 6年度 7年度

把握整理人員 （右目盛）

件数 （左目盛）

（件） (人)

（１件当たり１０人以上のもの）

年度別 28年度 29年度 30年度 元年度 2年度 3年度 4年度 5年度 ６年度 7年度 前年同期

件数 29 20 27 40 52 61 34 31 29 6 4

整理人数 734 470 632 1,037 1,326 1,725 880 603 692 150 58

4月： 2件30人
5月： 4件120人
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有
効
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人
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率

・
完
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失
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率

の
推

移

0
.5

1
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14
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16

17
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19
20

21
22

23
24

25
26

27
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29
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31
2

3
4

5
6

7

倍

全
国
の
求
人
倍
率

平
成

全
国
の
完
全
失
業
率

阪 神 淡 路 大 震 災 発 生

％

長
野
県
の
求
人
倍
率

5
.5
％
（
全
国
の
失
業
率
直
近

の
ピ
ー
ク
：
平
成
2
1
年
7
月
）

米 国 同 時 多 発 テ ロ 事

イ ラ ク 戦 争 勃 発 （ Ｈ １ ５ ・

2
.6

2
倍

（
平

成
元

年
以

降
の

長
野

県
の

求
人

倍
率

の
ト

ッ
プ

：
平

成
3
年

7
月

）

長 野 オ リ ン ピ ッ ク 冬 季 大 会 開

富 士 通 大 量 人 員 整

消 費 税 率 ５ ％ に 引 き 上

景
気

拡
張

期

H
2
4
.1

1
～

H
3
0
.1

0

（
拡

張
7
1
ヶ

月
）

景
気

後
退

期

H
3
0
.1

0
～

R
2
.5

（
後

退
1
9
ヶ

月
）

（
長
野
労
働
局
職
業
安
定
部
）

（
数
値
は
季
節
調
整
値
）

0
.3
9
倍
（
長
野
県
ボ
ト
ム
：
平
成
2
1
年
7
・
8
月
）

0
.4
2
倍
（
全
国
ボ
ト
ム
：
平
成
2
1
年
8
月
）

年

第
一

次
平

成
不

況

(複
合

不
況

)

H
3
.2

～
H

5
.1

0

（
後

退
3
2
ヶ

月
）

第
二

次
平

成
不

況
(日

本
列

島
総

不
況

)

H
9
.5

～
H

1
1
.1

（
後

退
2
0
ヶ

月
）

カ
ン

フ
ル

景
気

H
5
.1

0
～

H
9
.5

（
拡

張
4
3
ヶ

月
）

Ｉ
Ｔ

景
気

H
1
1
.1

～

H
1
2
.1

1

（
拡

張
2
2
ヶ

月
）

第
三

次

平
成

不
況

(デ
フ

レ
不

況
)

H
1
2
.1

1
～

H
1
4
.1

（
後

退
1
4
ヶ

月
）

い
ざ

な
み

景
気

H
1
4
.1

～
H

2
0
.3

（
拡

張
7
3
ヶ

月
）

バ ブ ル 経 済 破 綻 （ Ｈ ３ ）

湾 岸 戦 争

E U 単 一 通 貨 ユ ー ロ 導 入

平 成 の 大 合 併 （ Ｈ １ ５ ・ ４ ）

長 野 新 幹 線 開 業 ・ 世 界 同 時 株

（ H ３ ・ １ ～ ２ ）

就 職 氷 河 期 深 刻 化 （ H ６ ）

（ H ７ ・ １ ）

（ H ９ ・ １ ０ ）

（ H 1 ４ ・ ８ ）

（ Ｈ ５ )マ イ ナ ス 成 長

G N P １ ９ 年 ぶ り の

( H ９ ・ ４ ）

（ H １ ０ ・ ２ ）

( H １ １ ・ １ ）

（ H １ ３ ・ ９ ）

一 万 円 札 発 行

新 千 円 札 ・ 五 千 円 札 ･
（ H １ ６ ・ １ １ ）

金 融 危 機 破 綻 に よ る

米 大 手 証 券 リ ー マ ン ・ ブ ラ ザ ー ズ

（ H ２ ０ ・ ９ ）

リ
ー

マ
ン

不
況

H
2
0
.3

～
H

2
1
.3

（
後

退
1
3
ヶ

月
）

米 国 サ ブ プ ラ イ ム ロ ー ン

問 題 表 面 化 （ H １ ９ ・ ８ ）

東 日 本 大 震 災 （ H ２ ３ ・ ３ ）

消 費 税 率 ８ ％ に 引 き 上 げ

（ Ｈ ２ ６ ・ ４ ）

景
気

拡
張

期

H
2
1
.3

～
H

2
4
.3

（
拡

張
3
6
ヶ

月
）

景 気 後 退 期

H 2 4 ･ 3 ～ Ｈ 2 4 ･ 1 1 （ 後 退 8 ヶ 月 ）

消 費 税 率 １ ０ ％ に 引 き 上 げ

（ H ３ １ / Ｒ １ ・ １ ０ ）

令
和

（
1
）
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１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 年平均 年度平均 景気の状況 トピックス
1.97 1.98 2.04 2.09 2.07 2.12 2.05 2.13 2.19 2.23 2.25 2.25 2.11 2.19
1.15 1.17 1.17 1.19 1.25 1.27 1.30 1.29 1.30 1.31 1.33 1.33 1.25 1.30

(1989) 2.3 2.3 2.4 2.4 2.3 2.2 2.2 2.2 2.2 2.2 2.2 2.1 2.3 2.2
2.26 2.34 2.26 2.31 2.36 2.37 2.44 2.46 2.48 2.60 2.57 2.43 2.40 2.48
1.33 1.36 1.36 1.35 1.39 1.42 1.46 1.44 1.44 1.44 1.45 1.44 1.40 1.43

(1990) 2.2 2.2 2.0 2.1 2.1 2.2 2.1 2.0 2.1 2.2 2.0 2.0 2.1 2.1
2.56 2.56 2.59 2.57 2.59 2.60 2.62 2.61 2.57 2.54 2.50 2.45 2.56 2.48
1.43 1.44 1.44 1.41 1.44 1.44 1.44 1.40 1.36 1.36 1.34 1.31 1.40 1.34

(1991) 2.0 2.1 2.2 2.1 2.1 2.1 2.1 2.1 2.1 2.0 2.1 2.1 2.1 2.1
2.28 2.25 2.21 2.12 2.10 2.05 1.97 1.98 1.86 1.80 1.79 1.72 2.00 1.85
1.25 1.22 1.19 1.14 1.13 1.10 1.08 1.05 1.02 0.99 0.96 0.93 1.08 1.00

(1992) 2.1 2.0 2.1 2.1 2.1 2.1 2.1 2.2 2.2 2.2 2.3 2.3 2.2 2.2
1.68 1.65 1.61 1.58 1.53 1.48 1.46 1.35 1.35 1.29 1.25 1.21 1.45 1.34
0.91 0.88 0.85 0.82 0.80 0.76 0.74 0.72 0.70 0.68 0.67 0.66 0.76 0.71

(1993) 2.3 2.3 2.3 2.3 2.5 2.5 2.5 2.5 2.6 2.7 2.7 2.8 2.5 2.6
1.20 1.19 1.22 1.17 1.13 1.13 1.13 1.13 1.14 1.14 1.13 1.14 1.16 1.15
0.65 0.64 0.65 0.65 0.63 0.63 0.63 0.64 0.65 0.65 0.64 0.63 0.64 0.64

(1994) 2.8 2.9 2.9 2.8 2.8 2.8 2.9 3.0 3.0 3.0 2.9 2.9 2.9 2.9
1.13 1.16 1.20 1.23 1.17 1.15 1.16 1.18 1.18 1.18 1.15 1.16 1.17 1.18
0.64 0.65 0.66 0.65 0.63 0.62 0.61 0.62 0.62 0.62 0.62 0.63 0.63 0.64

(1995) 3.0 3.0 3.1 3.1 3.0 3.1 3.1 3.2 3.2 3.2 3.4 3.4 3.2 3.2
1.23 1.16 1.12 1.13 1.15 1.15 1.17 1.18 1.16 1.24 1.27 1.25 1.19 1.21
0.65 0.66 0.68 0.69 0.69 0.70 0.72 0.72 0.72 0.73 0.74 0.74 0.70 0.72

(1996) 3.5 3.4 3.2 3.4 3.4 3.4 3.4 3.3 3.3 3.4 3.3 3.4 3.4 3.3
1.27 1.24 1.23 1.26 1.26 1.27 1.26 1.24 1.21 1.19 1.16 1.15 1.23 1.17
0.74 0.74 0.74 0.74 0.74 0.74 0.74 0.73 0.71 0.70 0.68 0.67 0.72 0.69

(1997) 3.3 3.4 3.3 3.2 3.4 3.4 3.4 3.4 3.5 3.5 3.5 3.5 3.4 3.5
1.05 1.09 0.97 0.92 0.92 0.90 0.88 0.88 0.87 0.86 0.86 0.85 0.92 0.88
0.63 0.61 0.57 0.56 0.54 0.52 0.51 0.50 0.49 0.48 0.47 0.47 0.53 0.50

(1998) 3.6 3.6 3.8 4.0 4.1 4.1 4.1 4.4 4.3 4.3 4.5 4.4 4.1 4.3
0.89 0.87 0.86 0.85 0.85 0.85 0.84 0.84 0.86 0.87 0.87 0.88 0.86 0.88
0.48 0.48 0.48 0.47 0.46 0.46 0.47 0.47 0.48 0.49 0.49 0.50 0.48 0.49

(1999) 4.5 4.6 4.7 4.7 4.7 4.8 4.8 4.7 4.6 4.6 4.6 4.7 4.7 4.7
0.89 0.93 0.98 1.01 1.03 1.05 1.08 1.09 1.09 1.12 1.13 1.14 1.04 1.08
0.51 0.52 0.54 0.56 0.56 0.58 0.60 0.61 0.62 0.64 0.65 0.65 0.59 0.62

(2000) 4.7 4.9 4.9 4.8 4.6 4.7 4.7 4.6 4.7 4.7 4.7 4.8 4.7 4.7
1.15 1.09 1.04 0.99 0.95 0.91 0.85 0.81 0.78 0.71 0.67 0.65 0.87 0.76
0.65 0.64 0.63 0.62 0.61 0.61 0.60 0.58 0.57 0.54 0.52 0.51 0.59 0.56

(2001) 4.8 4.7 4.8 4.8 4.9 5.0 5.0 5.1 5.3 5.3 5.4 5.4 5.0 5.2
0.62 0.62 0.63 0.64 0.65 0.66 0.69 0.69 0.68 0.69 0.70 0.71 0.66 0.69
0.50 0.51 0.52 0.52 0.53 0.53 0.54 0.55 0.55 0.56 0.56 0.57 0.54 0.56

(2002) 5.2 5.3 5.3 5.3 5.4 5.5 5.4 5.5 5.4 5.4 5.2 5.4 5.4 5.4
0.71 0.71 0.71 0.68 0.68 0.68 0.69 0.71 0.73 0.80 0.79 0.80 0.72 0.75
0.58 0.59 0.60 0.61 0.61 0.62 0.63 0.65 0.67 0.70 0.72 0.75 0.64 0.69

(2003) 5.4 5.2 5.4 5.5 5.4 5.4 5.2 5.1 5.2 5.1 5.1 4.9 5.3 5.1
0.80 0.84 0.87 0.90 0.97 1.01 1.03 1.03 1.04 1.03 1.04 1.02 0.96 1.01
0.76 0.76 0.77 0.78 0.80 0.82 0.83 0.84 0.86 0.88 0.91 0.92 0.83 0.86

(2004) 4.9 5.0 4.8 4.8 4.7 4.7 4.9 4.8 4.6 4.6 4.5 4.5 4.7 4.6
1.02 1.01 1.02 1.02 1.01 0.99 0.98 0.99 1.01 1.02 1.08 1.13 1.02 1.06
0.91 0.91 0.93 0.94 0.94 0.95 0.96 0.96 0.96 0.98 0.99 1.01 0.95 0.98

(2005) 4.5 4.6 4.5 4.5 4.5 4.3 4.4 4.3 4.2 4.4 4.5 4.4 4.4 4.3
1.17 1.17 1.17 1.18 1.19 1.20 1.21 1.18 1.19 1.20 1.21 1.23 1.19 1.21
1.03 1.04 1.05 1.05 1.07 1.07 1.08 1.07 1.07 1.06 1.06 1.06 1.06 1.06

(2006) 4.4 4.1 4.1 4.1 4.1 4.2 4.1 4.1 4.1 4.1 4.0 4.0 4.1 4.1
1.23 1.25 1.22 1.22 1.21 1.20 1.17 1.17 1.15 1.11 1.07 1.09 1.18 1.14
1.06 1.05 1.05 1.07 1.07 1.07 1.06 1.05 1.03 1.01 0.98 0.98 1.04 1.02

(2007) 4.0 4.0 4.0 3.8 3.8 3.7 3.6 3.7 3.9 4.0 3.8 3.7 3.9 3.8
1.10 1.11 1.12 1.15 1.11 1.06 1.02 0.98 0.92 0.86 0.81 0.72 0.99 0.82
0.97 0.96 0.96 0.96 0.95 0.92 0.89 0.86 0.83 0.79 0.75 0.71 0.88 0.77

(2008) 3.9 4.0 3.8 3.9 4.0 4.0 3.9 4.1 4.0 3.8 4.0 4.4 4.0 4.1
0.60 0.51 0.46 0.43 0.40 0.40 0.39 0.39 0.40 0.42 0.44 0.45 0.44 0.43
0.64 0.57 0.52 0.49 0.46 0.44 0.43 0.42 0.43 0.44 0.44 0.44 0.47 0.45

(2009) 4.3 4.6 4.8 5.0 5.1 5.2 5.5 5.4 5.4 5.2 5.2 5.2 5.1 5.2
0.45 0.48 0.52 0.55 0.57 0.59 0.60 0.62 0.62 0.64 0.64 0.62 0.57 0.62
0.45 0.46 0.48 0.49 0.50 0.51 0.53 0.54 0.55 0.56 0.58 0.59 0.52 0.56

(2010) 5.0 5.0 5.1 5.1 5.1 5.2 5.0 5.1 5.1 5.1 5.0 4.9 5.1 5.0
0.64 0.67 0.67 0.67 0.67 0.70 0.74 0.78 0.77 0.77 0.78 0.79 0.72 0.75
0.60 0.62 0.62 0.62 0.61 0.62 0.64 0.65 0.67 0.69 0.71 0.72 0.65 0.68

(2011) 4.8 4.7 4.7 4.7 4.6 4.7 4.7 4.5 4.2 4.4 4.5 4.5 4.5 4.5
0.80 0.80 0.81 0.82 0.82 0.81 0.80 0.80 0.82 0.82 0.82 0.83 0.81 0.82
0.74 0.75 0.77 0.78 0.79 0.80 0.81 0.82 0.81 0.82 0.82 0.83 0.80 0.82

(2012) 4.5 4.5 4.5 4.5 4.4 4.3 4.3 4.2 4.2 4.1 4.1 4.3 4.3 4.3
0.82 0.83 0.83 0.83 0.84 0.86 0.87 0.89 0.90 0.92 0.94 0.98 0.87 0.92
0.84 0.85 0.87 0.88 0.90 0.92 0.93 0.95 0.96 0.99 1.01 1.03 0.93 0.97

(2013) 4.2 4.3 4.1 4.1 4.1 3.9 3.8 4.1 3.9 4.0 3.9 3.7 4.0 3.9
1.01 1.03 1.05 1.07 1.07 1.09 1.11 1.11 1.13 1.14 1.15 1.17 1.09 1.14
1.04 1.06 1.07 1.08 1.09 1.09 1.10 1.10 1.10 1.11 1.12 1.14 1.09 1.11

(2014) 3.7 3.6 3.7 3.6 3.6 3.7 3.7 3.5 3.5 3.6 3.4 3.4 3.6 3.5
1.22 1.23 1.23 1.23 1.24 1.24 1.27 1.26 1.27 1.28 1.28 1.28 1.25 1.28
1.15 1.16 1.16 1.16 1.18 1.19 1.20 1.22 1.23 1.24 1.26 1.27 1.20 1.23

(2015) 3.6 3.5 3.4 3.4 3.3 3.4 3.3 3.4 3.4 3.2 3.3 3.3 3.4 3.3
1.33 1.32 1.34 1.38 1.42 1.41 1.40 1.43 1.45 1.46 1.49 1.52 1.41 1.46
1.29 1.30 1.31 1.33 1.35 1.36 1.36 1.38 1.38 1.40 1.41 1.42 1.36 1.39

(2016) 3.2 3.3 3.2 3.2 3.2 3.1 3.0 3.1 3.0 3.0 3.0 3.0 3.1 3.0
1.52 1.53 1.52 1.53 1.55 1.58 1.61 1.62 1.65 1.68 1.68 1.67 1.60 1.63
1.43 1.45 1.45 1.48 1.49 1.50 1.51 1.52 1.53 1.55 1.56 1.58 1.50 1.54

(2017) 3.0 2.9 2.8 2.8 3.0 2.8 2.8 2.8 2.8 2.7 2.7 2.7 2.8 2.7
1.68 1.66 1.68 1.69 1.69 1.71 1.72 1.73 1.72 1.70 1.68 1.67 1.69 1.69
1.60 1.59 1.59 1.59 1.60 1.62 1.63 1.63 1.64 1.63 1.63 1.62 1.61 1.62

(2018) 2.4 2.5 2.5 2.5 2.2 2.4 2.5 2.5 2.3 2.4 2.5 2.5 2.4 2.4
令和元年 1.63 1.63 1.62 1.66 1.68 1.66 1.63 1.61 1.59 1.56 1.51 1.47 1.60 1.55
（平成31年） 1.63 1.63 1.63 1.63 1.62 1.61 1.60 1.60 1.59 1.59 1.57 1.56 1.60 1.56

(2019) 2.5 2.4 2.5 2.4 2.3 2.3 2.3 2.3 2.4 2.4 2.3 2.2 2.4 2.3
1.43 1.41 1.36 1.29 1.14 1.05 1.01 1.01 1.02 1.05 1.09 1.15 1.16 1.12
1.49 1.44 1.40 1.31 1.19 1.12 1.08 1.05 1.04 1.04 1.05 1.06 1.18 1.10

(2020) 2.4 2.4 2.5 2.6 2.8 2.8 2.9 3.0 3.0 3.1 2.9 3.0 2.8 2.9
1.19 1.23 1.27 1.29 1.31 1.34 1.37 1.38 1.36 1.39 1.39 1.43 1.33 1.39
1.08 1.08 1.10 1.10 1.11 1.13 1.14 1.14 1.15 1.15 1.16 1.17 1.13 1.16

(2021) 2.9 2.9 2.7 2.9 2.9 2.9 2.8 2.8 2.7 2.7 2.8 2.7 2.8 2.8
1.43 1.48 1.48 1.51 1.54 1.57 1.58 1.57 1.55 1.58 1.60 1.60 1.54 1.55
1.19 1.21 1.23 1.24 1.26 1.27 1.29 1.31 1.33 1.33 1.35 1.35 1.28 1.31

(2022) 2.7 2.7 2.6 2.6 2.6 2.6 2.6 2.5 2.6 2.6 2.5 2.5 2.6 2.6
1.55 1.50 1.49 1.49 1.47 1.45 1.45 1.45 1.43 1.41 1.39 1.37 1.45 1.41
1.35 1.33 1.32 1.32 1.32 1.31 1.30 1.30 1.30 1.29 1.27 1.27 1.31 1.29

(2023) 2.4 2.6 2.8 2.6 2.6 2.5 2.7 2.7 2.6 2.5 2.5 2.5 2.6 2.6
1.36 1.35 1.36 1.35 1.34 1.31 1.32 1.31 1.31 1.31 1.30 1.30 1.33 1.31
1.27 1.26 1.27 1.26 1.25 1.24 1.25 1.24 1.25 1.25 1.25 1.25 1.25 1.25

(2024) 2.4 2.6 2.6 2.6 2.6 2.5 2.7 2.5 2.4 2.5 2.5 2.4 2.5 2.5
1.28 1.29 1.30 1.29 1.27
1.26 1.24 1.26 1.26 1.24

(2025) 2.5 2.4 2.5 2.5
（注） １．上段：長野県有効求人倍率（倍）、中段：全国有効求人倍率（倍）、下段：完全失業率（％）

２．月別の数値は季節調整値であり、年・年度平均は実数である。
３．季節調整法はセンサス局法Ⅱ(X-12-ARIMA)による。なお、令和6年12月以前の数値は
    新季節指数により改定されている。　　

令和7年

令和6年

有効求人倍率・完全失業率の推移

平成元年
バブル景気 消費税導入（4月）

平成３年 第一次平成不況
（H3.2）

バブル経済破綻
湾岸戦争（1～2月）

平成２年
バブル景気 就職戦線、空前の超売手市

場

平成４年

平成５年

カンフル景気（H5.10）

ＧＮＰ19年ぶりのマイナス成
長

平成６年
就職氷河期深刻化

平成７年
阪神淡路大震災発生（1月）

平成８年

平成９年 第二次平成不況
（H9.5）

消費税率５％に引上げ（4月）
長野新幹線開業（10月）
世界同時株安（10月）

平成10年
長野オリンピック冬季大会開
催（2月）

平成11年
IT景気（H11.1） ＥＵ単一通貨ユーロ導入

（1月）

平成12年 第三次平成不況
（H12.11）

平成13年
米国同時多発テロ事件（9月）

平成14年
いざなみ景気（H14.1） 富士通大量人員整理（8月）

平成15年
イラク戦争勃発（3月）
平成の大合併（４月）

平成16年
新千円札、五千円札、一万円
札発行（11月）

平成17年

平成18年
　　　　　　　　　　　　　　　　

平成19年
米国 ｻﾌﾞﾌﾟﾗｲﾑﾛｰﾝ問題表面
化（8月）

平成20年 リーマン不況
（H20.3）

米大手証券ﾘｰﾏﾝ・ﾌﾞﾗｻﾞｰｽﾞ
破綻による金融危機（9月）

平成21年
　
景気拡張期
（H21.3）

平成22年

平成23年
　　　　　　　　　　　　　　　　　　東日本大震災(3月）

平成24年
景気後退期
（H24.3）

平成25年
景気拡張期
（H24.11）

平成27年

平成26年
消費税率8％に引き上げ
（4月）

平成28年

平成29年

令和2年

消費税率10％に引き上げ
（10月）

平成30年 景気後退期
（H30.10）

令和5年

令和4年

令和3年
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（注）季節調整値計算（季節調整値替え）は、毎年過去１年分のデータが揃う年初に行われ、季節調整済系列が改定される。

（資料出所）厚生労働省「職業安定業務統計」

都 道 府 県 別 有 効 求 人 倍 率 ： 季 節 調 整 値

令和7年5月　全国平均1.24　［原数値1.14倍］

1.00

1.07

1.19

1.22

1.20

1.31

1.30

1.23

1.19

1.30

1.06

1.00

1.76

0.89

1.43

1.48

1.65

1.72

1.32

1.27

1.43

1.08

1.32

1.16

1.02

1.29

1.21

1.00

1.19

1.15

1.28

1.40

1.48

1.45

1.45

1.19

1.52

1.41

1.14

1.14

1.25

1.13

1.23

1.31

1.27

1.11

0.96

0.0 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6 0.7 0.8 0.9 1.0 1.1 1.2 1.3 1.4 1.5 1.6 1.7 1.8 1.9 2.0

北海道

青森

岩手

宮城

秋田

山形

福島

茨城

栃木

群馬

埼玉

千葉

東京

神奈川

新潟

富山

石川

福井

山梨

長野

岐阜

静岡

愛知

三重

滋賀

京都

大阪

兵庫

奈良

和歌山

鳥取

島根

岡山

広島

山口

徳島

香川

愛媛

高知

福岡

佐賀

長崎

熊本

大分

宮崎

鹿児島

沖縄

全国平均 1.24倍

（倍）
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（参考資料）

R6 R7

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月

1.47 1.45 1.46 1.44 1.45 1.44 1.43 1.43 1.42 1.42 1.43 1.43 1.39

48,220 48,319 47,956 47,361 47,594 47,573 47,486 47,513 46,971 47,197 46,729 46,955 46,840

0.8 0.2 ▲0.8 ▲1.2 0.5 ▲0.0 ▲0.2 0.1 ▲1.1 0.5 ▲1.0 0.5 ▲0.2 

▲6.8 ▲5.4 ▲5.5 ▲6.2 ▲5.2 ▲4.3 ▲3.4 ▲2.7 ▲3.5 ▲2.9 ▲3.6 ▲1.8 ▲2.9 

産業別新規求人の状況〈実数値〉

新規求人数 前月比 前年同月比 新規求人数 前月比 前年同月比

(人） （％） 　　（％） (人） （％） 　　（％）

注）

Ｅ 製 造 業

有効求人倍率（季節調整値）

有効求人数（季節調整値）

4.0 ▲14.5 

「その他の産業」には、A 農・林業、B 漁業、C 鉱業、F 電気・ガス・熱供給・水道業、L 学術研究・専門技  術サービス業、Q 複合サービス事
業、S 公務、T 分類不能の産業を含む。

▲19.8 ▲30.0 

14 パ ル プ ･ 紙 ・
紙 加 工 品 製 造 業

K 不 動 産 業 ， 物 品 賃 貸 業37             32.1 42.3 

Ｊ 金 融 業 ， 保 険 業467            ▲3.3 ▲12.2 
09 食 料 品 製 造 業
10飲料・たばこ・飼料製造

業

284            9.2 ▲5.0 

165            85.4 

長野労働局

Ｄ 建 設 業 Ｈ 運 輸 業 ， 郵 便 業

 産    業    別  産    業    別

全          数 Ｇ 情 報 通 信 業 184            ▲1.6 ▲18.6 

751 ▲3.1 1.8 

前　月　比

15,489       ▲8.6 ▲8.5 

1.0 

（全国順位18位、前月17位）

前年同月比

▲22.2 

30 情 報 通 信 機 械
器 具 製 造 業 97             90.2 162.2 

29 電 気 機 械 器 具
製 造 業 307            19.5 5.5 

1,220         

Ｉ 卸 売 業 ， 小 売 業▲2.4 2,328 2,393         10.1 

1,490         ▲4.5 

49.7 

1.0 

Ｍ 宿 泊 業 ， 飲 食 サ ー ビ ス 業36             38.5 

77             

18 プ ラ ス チ ッ ク 製 品
製 造 業 （ 別 掲 を 除 く ）

877            

28 電 子 部 品 ・ デ バイ ス・
電 子 回 路 製 造 業 168            10.5 ▲24.0 

11.0 

26 生 産 用 機 械 器 具
製 造 業

24 金 属 製 品 製 造 業

▲22.3 

186            ▲21.5 ▲18.1 

25 は ん 用 機 械 器 具
製 造 業 148            ▲5.7 ▲26.7 

256            36.2 

▲13.9 ▲5.5 

▲18.6 ▲9.0 

就業地別　有効求人倍率、有効求人数、産業別新規求人数（令和７年５月分）

2,441 

514            ▲35.3 ▲14.0 

455            ▲42.4 ▲8.3 

211            ▲59.8 14.7 

15 印 刷 ・ 同 関 連 業

Ｏ 教 育 ， 学 習 支 援 業 249            

78 洗濯・理容・美容・浴場
業

Ｎ生活関連サービス業，娯楽業

76 飲 食 店105            4.0 

12.5 

〈補足〉
長野労働局の公表している統計資料は受理地別（長野県内の各ハローワークで受理した求人）となっている。
就業地別の産業別新規求人の統計資料は、47都道府県の各ハローワークで受理した求人のうち、就業場所が長
野県内の求人を抽出し作成したものであるが、長野県外からの求人数、産業別の求人数及び求人の動向（要因）
等については調査、分析することが困難なため、不明な点があることにご留意願います。
また、公表時の受理地別の産業別の新規求人の動向、分析内容とは実態が異なる点があることにご留意願いま
す。

▲25.6 ▲10.0 

917 ▲26.2 ▲29.2 

27.0 ▲23.9 

2,700 ▲10.4 ▲4.4 

1,714 ▲13.3 ▲8.8 

そ の 他 の 産 業

91 職 業 紹 介 ・
労 働 者 派 遣 業

Ｒ サービス業（他に分類されない
も の ）

85 社 会 保 険 ・ 社 会
福 祉 ・ 介 護 事 業

27 業 務 用 機 械 器 具
製 造 業

Ｐ 医 療 ， 福 祉101            

31 輸 送 用 機 械 器 具
製 造 業
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